
真庭市 

醍醐桜（真庭市別所地区） 

も
く
じ 

■ 就任に当たって 

■ 視察報告 

■ 3月定例会 

■ 各委員会報告 

■ 一般質問 

■ 議会の動き・編集後記 

p.2 

p.3 

p.4̃9 

p.10̃16 

p.17̃23 

p.24

……………………………………………… 

……………………………………………………… 

…………………………………………………… 

………………………………………………… 

……………………………………………………… 

……………………………………… 

NO.4 
2006.5.1



就任に当たって 

就任に当たって 
　
今
回
の
正
副
議
長
改
選
に
よ
り
、

議
長
の
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。 

　
新
聞
等
で
お
騒
が
せ
し
、
ご
心
配

を
お
か
け
し
ま
し
た
事
を
深
く
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
議
会
も
政
治
倫
理
等
調
査
特
別
委

員
会
を
設
置
し
、
会
議
を
重
ね
、
議

会
と
し
て
ど
う
あ
る
べ
き
か
検
討
し

て
参
り
ま
し
た
。
条
例
も
設
置
し
ま

し
た
の
で
こ
れ
か
ら
規
程
を
定
め
ま

す
。
こ
の
会
議
で
の
決
定
事
項
を
初

心
に
返
り
遂
行
し
て
参
り
ま
す
。 

　
こ
の
冬
は
何
年
ぶ
り
か
の
大
雪
で
、

真
庭
市
雪
害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
は
大
変
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。 

　
真
庭
市
が
誕
生
し
て
１
年
が
経
過

し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
旧
町
村
か

ら
の
繰
り
越
し
事
業
、
並
び
に
新
規

事
業
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
新
年
度
を
迎
え
、
18
年
度
も

財
政
厳
し
い
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

３
２
６
億
円
と
い
う
一
般
会
計
当
初

予
算
を
議
決
し
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
れ
に
併
せ
て
真
庭
市
の
総
合
計

画
も
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

行
財
政
改
革
と
新
た
な
行
政
経
営
シ

ス
テ
ム
の
推
進
、「
観
光
回
廊
ま
に

わ
」
の
振
興
、
真
庭
市
バ
イ
オ
マ
ス

タ
ウ
ン
構
想
、
真
庭
市
高
度
情
報
推

進
網
の
構
築
と
活
用
、
真
庭
の
未
来

を
切
り
開
く
子
供
や
若
者
世
代
の
支

援
対
策
、
以
上
の
重
要
施
策
と
地
域

資
源
を
活
か
し
た
産
業
の
ま
ち
づ
く

り
、
交
流
・
連
携
を
支
え
る
ま
ち
づ

く
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
、
環
境
と
共
生
し
た
ま
ち
づ
く

り
、
人
と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く

り
、
み
ん
な
で
築
く
ま
ち
づ
く
り
、

の
６
本
の
柱
が
構
築
さ
れ
ま
し
た
。 

　
議
会
と
し
ま
し
て
は
、
行
政
の
チ

ェ
ッ
ク
機
関
と
し
て
、
計
画
の
実
現

に
向
け
、
市
政
発
展
の
た
め
努
力
し

て
参
り
ま
す
。 

　
県
下
一
広
い
真
庭
市
、
日
本
を
縮

図
し
た
よ
う
な
真
庭
の
杜
市
ら
し

く
、
光
り
輝
く
ま
ち
と
な
る
よ
う
議

員
一
丸
と
な
り
、
住
民
の
代
表
者
と

し
て
議
会
の
責
務
を
遂
行
し
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

　
終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
就
任

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 

　
今
回
の
正
副
議
長
改
選
に
よ
っ
て
、

副
議
長
の
重
責
を
担
う
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。 

　
就
任
に
あ
た
り
、
こ
の
度
は
市
民

皆
様
に
多
大
な
ご
心
痛
を
お
掛
け
い

た
し
ま
し
た
こ
と
を
先
ず
も
っ
て
深

く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
こ
の
上
は
、
市
民
皆
様
の
議
会
に

対
す
る
信
頼
を
一
日
も
早
く
回
復
し

併
せ
て
議
会
運
営
の
改
善
、
再
構
築

に
全
力
で
取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま

す
の
で
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
さ
て
、
地
方
分
権
一
括
法
が
施
行

さ
れ
て
６
年
有
余
が
経
過
し
、
小
泉

内
閣
に
よ
る
補
助
金
削
減
、
税
源
委

譲
、
交
付
税
見
直
し
を
柱
と
し
た
三

位
一
体
改
革
の
進
展
に
よ
り
市
町
村

行
政
は
今
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
よ

う
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
市
町
村
の
自
己
決
定
、
自
己
責

任
が
よ
り
明
確
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

と
な
り
、
地
方
議
会
の
果
た
す
役
割

も
一
段
と
大
き
く
重
要
な
も
の
と
な

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

　
一
方
、
議
会
制
度
に
お
い
て
も
、

議
長
の
議
会
招
集
権
付
与
、
議
決
事

項
の
拡
大
、
更
に
は
首
長
と
議
会
の

二
元
代
表
制
の
再
認
識
等
、
議
会
制

度
の
改
革
議
論
が
高
ま
っ
て
お
り
ま

す
。 

　
そ
う
し
た
中
で
、
政
策
提
言
や
条

例
案
の
調
整
、
提
案
も
こ
れ
か
ら
の

議
員
に
課
せ
ら
れ
た
大
き
な
任
務
と

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
ら
立
案

能
力
の
研
鑽
に
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
も
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　
市
民
皆
様
の
議
会
に
対
す
る
信
頼

は
一
に
清
潔
で
透
明
度
の
高
い
開
か

れ
た
議
会
運
営
に
懸
か
っ
て
い
る
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
以
上
の
よ
う
な
諸
課
題
に
鋭
意
取

り
組
む
覚
悟
で
あ
り
ま
す
の
で
今
後

議
会
に
対
す
る
一
層
の
ご
協
力
、
ご

支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
終
わ
り
に
臨
み
市
民
皆
様
の
益
々

の
ご
健
勝
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上

げ
、
副
議
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。 

議
長
就
任 

　
ご
あ
い
さ
つ 

真
庭
市
議
会 

議
長 

池 

田 

正 

行 

副
議
長
就
任 

　
ご
あ
い
さ
つ 

真
庭
市
議
会 

副
議
長 

金 
谷 
光 

二 



視 察 報 告  

山
鹿
市
視
察
研
修
報
告

山
鹿
市
視
察
研
修
報
告 

山
鹿
市
視
察
研
修
報
告 

電線地中化視察のようす 

山鹿市立病院 

  

　
電
線
類
地
中
化
事
業
を
計
画
し
進
め
て
い

る
真
庭
市
勝
山
地
区
は
、
白
壁
と
暖
簾
、
昔

な
が
ら
の
家
並
み
を
残
す
、
町
並
み
保
存
地

区
７
０
０
ｍ
で
す
。
計
画
内
容
は
、
通
常
行

わ
れ
て
い
る
共
同
溝
に
よ
る
も
の
で
な
く
、

ソ
フ
ト
地
中
化
方
式
で
部
分
的
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
家
屋
の
軒
下
を
利
用
し
た
、
軒
下
配
線

な
ど
に
よ
り
工
事
費
を
安
価
と
し
て
い
く
方

法
で
計
画
し
て
い
ま
す
。
建
設
水
道
常
任
委

員
会
と
し
て
、
こ
の
地
中
化
方
式
は
、
特
殊

な
方
法
で
の
地
中
化
で
あ
り
、
個
々
の
理
解

と
協
力
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
手
法
に
つ
い

て
研
究
勉
強
が
必
要
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
方
式
で
の
地
中
化
事
業
の
例
は
非
常

に
少
な
い
中
、
当
市
計
画
地
区
の
風
情
、
ま

ち
お
こ
し
の
ね
ら
い
な
ど
を
類
似
し
た
所
は

な
い
か
と
、
各
方
面
に
お
た
ず
ね
し
、
検
討

し
た
と
こ
ろ
、
白
壁
、
古
民
家
再
生
（
芝
居

小
屋
八
千
代
座
）
、
宿
場
町
の
風
情
を
残
す

た
た
ず
ま
い
な
ど
、
町
並
み
保
存
地
区
と
し

て
指
定
を
受
け
、
そ
の
中
に
お
い
て
、
同
方

式
に
よ
る
電
線
類
地
中
化
事
業
を
実
施
し
、

ま
ち
お
こ
し
に
大
き
く
役
立
て
て
お
ら
れ
る

山
鹿
市
を
視
察
い
た
し
ま
し
た
。
併
せ
て
、

湯
原
温
泉
病
院
の
運
営
の
参
考
と
す
る
た
め
、

山
鹿
市
立
病
院
を
視
察
い
た
し
ま
し
た
。 

　先般１月23日～24日、建設水道常任委員会で熊本県山鹿市において「電線

地中化事業と山鹿市立病院」の視察研修をおこなった際、山鹿市内のホテルに

宿泊し、夕食時にコンパニオンを依頼して会食を致しました。 

　その席上にかかわるマスコミ報道がなされた事について、市民の皆様に多大

なご迷惑並びにご心配をおかけしておりますことを深くお詫び申し上げます。 

　市民皆様の厳粛な批判を受けた事を認識し、開かれた民主的な市政発展の為

に精進して参りますので、なにとぞご理解賜りますようお願い申し上げます。 

　１日も早く、市民の皆さん方へのお詫びを申し上げるのが本意でありますが、

今日まで報告が遅れました事を深くお詫びいたします。 

建設水道委員会 

建設水道常任委員会視察について 建設水道常任委員会視察について 建設水道常任委員会視察について 
お　　わ　　び 

（
目
　
的
） 



３ 月 定 例 会  

月定例会 月定例会 月定例会 月定例会 
平成18年3月第2回真庭市議会 

真庭市総合計画策定など78議案を可決 

2月27日から3月28日までの 
30日間の会期で3月定例会が 
開催されました。 

　1日目は2月27日に特別委員会の設置、議案の上程説明を受けました。3月9日（2日目）は追加議
案の上程説明、質疑、請願・陳情の上程・委員会付託、一部採決（議案第8号、議案第60号）3月13
日（3日目）及び14日（4日目）は一般質問。3月28日（5日目）は追加議案の上程説明、委員長報告、
質疑、討論、採決を行いました。 
　なお、平成18年度当初予算20件及び平成17年度補正予算16件については、「予算審査特別委員会」
を設置し、真庭市総合計画については、「総合計画審査特別委員会」を設置して審査しました。ま
た、議員発議により「政治倫理等調査特別委員会」を設置しました。 

平成18年度当初予算 

などを可決しました 
一般会計 
特別会計合計（15） 
公営企業会計合計（4） 

326億3,612万6千円 
229億5,333万9千円 
36億　546万7千円 

 
【当初予算特別会計・公営企業会計の内訳】 
特 　 別 　 会 　 計  予　　算　　額 

公 営 企 業 会 計  予　　算　　額 

高齢者住宅整備資金貸付事業会計 
牧場事業会計 
国民健康保険事業会計 
老人保健事業会計 
介護保険事業会計 
介護保険事業（介護サービス勘定）会計 
簡易水道事業会計 
浄化槽事業会計 
農業集落排水事業会計 
下水道事業会計 
分譲宅地事業会計 
津黒高原観光事業会計 
クリエイト菅谷事業会計 
温泉事業会計 
交通災害事業会計 

795万3千円 
1,385万9千円 

47億9,804万3千円 
81億7,315万9千円 
40億9,444万4千円 

3,041万5千円 
12億3,396万3千円 
2億5,936万6千円 
11億3,196万0千円 
28億3,210万6千円 

238万1千円 
1億6,600万0千円 
4,021万3千円 

1億5,889万7千円 
1,058万0千円 

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15

農業共済事業会計 
水道事業会計 
国民健康保険湯原温泉病院事業会計 
国民宿舎事業会計 

4億1,246万6千円 
13億1,014万1千円 
16億9,976万6千円 
1億8,309万4千円 

1 
2 
3 
4



審 議 結 果  

○
３
月
28
日
の
本
会
議
に
お
い
て
小
谷
孝
佳
議
長
・
松
葉
昇
副
議
長

が
辞
任
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
新
た
に
正
副
議
長
を
次
の
と

お
り
選
出
し
ま
し
た
。
任
期
は
、
残
任
期
間
の
平
成
19
年
５
月
15

日
ま
で
で
す
。 

議
会
の
体
制
を
変
更 

議
　
長
　
　
池
　
田
　
正
　
行 

副
議
長
　
　
金
　
谷
　
光
　
二 

　
２
月
28
日
付
け
で
長
尾
政
則
議
員
が
監
査
委
員
を
辞
任
し
た
こ
と

に
伴
い
、
３
月
９
日
の
本
会
議
で
追
加
上
程
さ
れ
、
次
の
と
お
り
監

査
委
員
の
選
任
を
同
意
し
ま
し
た
。 

監
査
委
員
の
選
任
（
議
案
第
78
号
） 

監
査
委
員
　
　
谷
　
口
　
宗
　
一 

○
議
会
運
営
委
員
会
委
員
を
次
の
と
お
り
選
出
し
ま
し
た
。 

委
　
員
　
　
山
　
岡
　
宏
　
充 

委
　
員
　
　
奥
　
田
　
一
　
雄 

（
住
田
映
治
委
員
、
池
田
正
行
委
員
の
辞
任
に
伴
う
も
の
） 

○
国
道
３
１
３
号
整
備
特
別
委
員
会
委
員
を
次
の
と
お
り
選
出
し
ま

し
た
。 

委
　
員
　
　
安
　
田
　
幸
　
雄 

委
　
員
　
　
井
　
藤
　
文
　
仁 

（
池
田
正
行
委
員
、
金
谷
光
二
委
員
の
辞
任
に
伴
う
も
の
） 

    

　
　
※（
　
）内
は
付
託
委
員
会 

 

※
議
案
第
８
号
、
議
案
第
59
号
、

議
案
第
60
号
、
議
案
第
78
号

及
び
議
案
第
79
号
の
５
議
案

は
本
会
議
に
お
い
て
直
接
審

議
、
採
決
し
ま
し
た
。 

 

議
案
第 

２ 

号
　
真
庭
市
特
別

職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
（
総

務
）
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 
３ 
号
　
真
庭
市
手
数

料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

（
総
務
）
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

４ 

号
　
消
防
事
務
の

事
務
委
託
の
変
更
に
つ
い
て
（
総

務
）
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

５ 

号
　
真
庭
市
国
民

保
護
対
策
本
部
及
び
緊
急
対
処

事
態
対
策
本
部
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
（
総
務
）
　
原
案
可
決 

議
案
第 

６ 

号
　
真
庭
市
国
民

保
護
協
議
会
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
（
総
務
）
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

７ 

号
　
真
庭
市
災
害

派
遣
手
当
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
（
総
務
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

８ 

号
　
真
庭
市
事
務

分
掌
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
　

　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

９ 

号
　
真
庭
市
人
事

行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
（
総
務
）
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

10 

号
　
真
庭
市
職
員

給
与
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
（
総
務
）
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

11 

号
　
真
庭
市
医
師

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
（
総
務
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

12 

号
　
岡
山
県
市
町

村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
変
更

に
つ
い
て
（
総
務
）
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

13 

号
　
岡
山
県
消
防

補
償
等
組
合
の
解
散
及
び
財
産

処
分
に
つ
い
て
（
総
務
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

14 

号
　
真
庭
市
総
合

計
画
の
策
定
に
つ
い
て
（
総
合

計
画
）
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

15 

号
　
真
庭
市
過
疎

地
域
自
立
促
進
市
町
村
計
画
の

変
更
に
つ
い
て
（
総
務
）
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

16 

号
　
真
庭
市
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
（
総
務
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

17 

号
　
真
庭
市
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
（
総
務
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

18 

号
　
真
庭
市
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
緑
化
広
場
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
（
総
務
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

　 

審
　
議
　
結
　
果 

◆
議
案 

78 

件 
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議
案
第 

19  

号
　
真
庭
市
公
民

館
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

（
総
務
）
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

20  
号
　
真
庭
市
民
セ

ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
（
総
務
）
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

21  

号
　
真
庭
市
蒜
山

高
原
ス
ポ
ー
ツ
公
園
条
例
等
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
（
産
業
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決

議
案
第 

22  

号
　
真
庭
市
津
黒

高
原
観
光
施
設
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
（
産
業
）
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

23  

号
　
真
庭
市
ス
ポ

ー
ツ
施
設
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
（
産
業
）
　
原
案
可
決 

議
案
第 

24  

号
　
真
庭
市
津
黒

い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
（
産
業
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

25  

号
　
岡
山
県
市
町

村
税
整
理
組
合
を
組
織
す
る
市

町
村
数
の
増
加
等
及
び
岡
山
県

市
町
村
税
整
理
組
合
規
約
の
変

更
に
つ
い
て
（
文
教
厚
生
）
　

　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

26  

号
　
真
庭
市
在
宅

介
護
手
当
支
給
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
（
文
教
厚
生
）
　

　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

27  

号
　
真
庭
市
介
護

給
付
費
準
備
基
金
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
（
文
教
厚
生
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 
28  
号
　
真
庭
市
農
業

共
済
事
業
事
務
費
の
賦
課
総
額

及
び
賦
課
単
価
に
つ
い
て
（
産

業
）
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

29  

号
　
真
庭
市
農
業

共
済
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
（
産
業
）
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

30  

号
　
真
庭
市
営
一

般
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
（
建
設
水
道
）
原
案
可
決 

議
案
第 

31  

号
　
真
庭
市
営
住

宅
管
理
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
（
建
設
水
道
）
原
案
可
決 

議
案
第 

32  

号
　
真
庭
市
道
路

線
の
廃
止
に
つ
い
て
（
建
設
水

道
）
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

33  

号
　
真
庭
市
道
路

線
の
認
定
に
つ
い
て
（
建
設
水

道
）
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

34  

号
　
真
庭
市
道
路

線
の
変
更
に
つ
い
て
（
建
設
水

道
）
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

35  

号
　
真
庭
市
水
道

事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
（
建
設

水
道
）
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

36  

号
　
真
庭
市
農
業

集
落
排
水
施
設
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
（
建
設
水
道
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

37  

号
　
真
庭
市
浄
化

槽
市
町
村
整
備
推
進
事
業
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
（
建
設
水
道
）
　
原
案
可
決 

議
案
第 

38  
号
　
真
庭
市
学
校

設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
（
文
教
厚
生
）
　
原
案
可
決 

議
案
第 

39  

号
　
平
成
18
年
度

真
庭
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い

て
（
予
算
審
査
）
　
原
案
可
決 

議
案
第 

40  

号
　
平
成
18
年
度

真
庭
市
高
齢
者
住
宅
整
備
資
金

貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て
（
予
算
審
査
）
原
案
可
決 

議
案
第 

41  

号
　
平
成
18
年
度

真
庭
市
牧
場
事
業
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て
（
予
算
審
査
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

42  

号
　
平
成
18
年
度

真
庭
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て
（
予
算

審
査
）
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

43  

号
　
平
成
18
年
度

真
庭
市
老
人
保
健
事
業
特
別
会

計
予
算
に
つ
い
て
（
予
算
審
査
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

44  

号
　
平
成
18
年
度

真
庭
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
予
算
に
つ
い
て
（
予
算
審
査
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

45  

号
　
平
成
18
年
度

真
庭
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
）

予
算
に
つ
い
て
（
予
算
審
査
）

　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

46  

号
　
平
成
18
年
度

真
庭
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
予
算
に
つ
い
て
（
予
算
審
査
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

47  

号
　
平
成
18
年
度

真
庭
市
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て
（
予
算
審
査
）

　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

48  

号
　
平
成
18
年
度

真
庭
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て
（
予
算

審
査
）
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

49  

号
　
平
成
18
年
度

真
庭
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て
（
予
算
審
査
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

50  

号
　
平
成
18
年
度

真
庭
市
分
譲
宅
地
事
業
特
別
会

計
予
算
に
つ
い
て
（
予
算
審
査
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

51  

号
　
平
成
18
年
度

真
庭
市
津
黒
高
原
観
光
事
業
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て
（
予
算

審
査
）
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

52  

号
　
平
成
18
年
度 
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真
庭
市
ク
リ
エ
イ
ト
菅
谷
事
業

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
（
予

算
審
査
）
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

53  

号
　
平
成
18
年
度

真
庭
市
温
泉
事
業
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て
（
予
算
審
査
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

54  

号
　
平
成
18
年
度

真
庭
市
交
通
災
害
共
済
事
業
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て
（
予
算

審
査
）
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

55  

号
　
平
成
18
年
度

真
庭
市
農
業
共
済
事
業
特
別
会

計
予
算
に
つ
い
て
（
予
算
審
査
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

56  

号
　
平
成
18
年
度

真
庭
市
水
道
事
業
会
計
予
算
に

つ
い
て
（
予
算
審
査
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

57  

号
　
平
成
18
年
度

真
庭
市
国
民
健
康
保
険
湯
原
温

泉
病
院
事
業
会
計
予
算
に
つ
い

て
（
予
算
審
査
）
　
原
案
可
決 

議
案
第 

58  

号
　
平
成
18
年
度

真
庭
市
国
民
宿
舎
事
業
会
計
予

算
に
つ
い
て
（
予
算
審
査
） 

     

　
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

59  

号
　
真
庭
市
職
員

定
数
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

60  

号
　
境
界
確
定
請

求
控
訴
事
件
の
和
解
契
約
の
締

結
に
つ
い
て
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 
61  

号
　
真
庭
市
介
護

保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
（
文
教
厚
生
）
　
原
案
可
決 

議
案
第 

62  

号
　
平
成
17
年
度

真
庭
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

５
号
）
に
つ
い
て
（
予
算
審
査
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

63  

号
　
平
成
17
年
度

真
庭
市
高
齢
者
住
宅
整
備
資
金

貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

(

第
１
号)

に
つ
い
て
（
予
算
審

査
）
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

64  

号
　
平
成
17
年
度

真
庭
市
牧
場
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算(

第
２
号)

に
つ
い
て 

（
予
算
審
査
）
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

65  

号
　
平
成
17
年
度

真
庭
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算(

第
３
号)

に 

つ
い
て
（
予
算
審
査
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

66  

号
　
平
成
17
年
度

真
庭
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算(

第
３
号)

に
つ
い

て
（
予
算
審
査
）
　
原
案
可
決 

議
案
第 

67  

号
　
平
成
17
年
度

真
庭
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
）

補
正
予
算(

第
１
号)

に
つ
い
て 

（
予
算
審
査
）
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

68  

号
　
平
成
17
年
度

真
庭
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算(

第
３
号)

に
つ
い

て
（
予
算
審
査
）
　
原
案
可
決 

議
案
第 
69  
号
　
平
成
17
年
度

真
庭
市
浄
化
槽
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算(

第
２
号)
に
つ
い
て 

（
予
算
審
査
）
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

70  

号
　
平
成
17
年
度

真
庭
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算(

第
３
号)

に

つ
い
て
（
予
算
審
査
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

71  

号
　
平
成
17
年
度 

真
庭
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算(

第
３
号)

に
つ
い
て 

（
予
算
審
査
）
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

72  

号
　
平
成
17
年
度

真
庭
市
分
譲
宅
地
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算(

第
２
号)

に
つ
い

て
（
予
算
審
査
）
　
原
案
可
決 

議
案
第 

73  

号
　
平
成
17
年
度

真
庭
市
津
黒
高
原
観
光
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算(

第
２
号)

に

つ
い
て
（
予
算
審
査
）
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

74  

号
　
平
成
17
年
度

真
庭
市
ク
リ
エ
イ
ト
菅
谷
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算(

第
２
号)

に
つ
い
て
（
予
算
審
査
）
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

75  

号
　
平
成
17
年
度

真
庭
市
交
通
災
害
共
済
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算(

第
２
号)

に

つ
い
て
（
予
算
審
査
）
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 
76  

号
　
平
成
17
年
度

真
庭
市
農
業
共
済
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算(

第
３
号)

に
つ
い 

て
（
予
算
審
査
）
　
原
案
可
決 

議
案
第 

77  

号
　
平
成
17
年
度

真
庭
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算(

第
２
号)

に
つ
い
て
（
予
算

審
査
）
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

議
案
第 

78  

号
　
監
査
委
員
の

選
任
に
付
き
同
意
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
　
　
　
原
案
同
意 

議
案
第 

79  

号
　
教
育
委
員
会

委
員
の
任
命
に
付
き
同
意
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て 

原
案
同
意 

  

発
議
第 

１  

号
　
特
別
委
員
会

の
設
置
に
つ
い
て
（
政
治
倫
理

等
調
査
特
別
委
員
会
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

発
議
第 

２  

号
　
議
員
辞
職
勧

告
決
議
に
つ
い
て
（
住
田
映
治

議
員
に
対
す
る
も
の
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

発
議
第 

３  

号
　
真
庭
市
議
会

委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

◆
議
員
発
議
案
８
件 



審 議 結 果  

い
て
（
機
構
改
革
に
伴
う
所
管

の
変
更
）
　
　
　
　
原
案
可
決 

発
議
第 
４  
号
　
真
庭
市
議
会

議
員
政
治
倫
理
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

発
議
第 

５  

号
　
高
金
利
引
き

下
げ
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て
　
　
　
　
原
案
可
決 

発
議
第 

６  

号
　
単
県
医
療
費

公
費
負
担
制
度
の
見
直
し
（
案
）

の
撤
回
の
意
見
書
の
提
出
に
つ

い
て
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

発
議
第 

７  

号
　
「
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
計
画
」
の
具
体

化
に
関
す
る
要
請
書
の
提
出
に

つ
い
て
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

発
議
第 

８  

号
　
Ｗ
Ｔ
Ｏ
・
Ｆ

Ｔ
Ａ
交
渉
に
関
す
る
要
請
書
の

提
出
に
つ
い
て
　
　
原
案
可
決 

   

請
願
第 

１  

号
　
高
金
利
引
き

下
げ
に
関
す
る
請
願
（
総
務
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
採
　
択 

陳
情
第 

１  

号
　
共
謀
罪
の
新

設
に
つ
い
て
慎
重
な
国
会
審
議

を
求
め
る
陳
情
（
総
務
）
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
継
続
審
査 

陳
情
第 

２  

号
　
単
県
医
療
費

公
費
負
担
制
度
見
直
し
（
案
）

に
関
す
る
要
望
書
（
文
教
厚
生
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
採
　
択 

陳
情
第 

３  

号
「
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
安
易
な
民
間
開
放
は
行
わ

ず
、
充
実
を
求
め
る
意
見
書
」

提
出
に
関
す
る
陳
情
（
総
務
）

　
　
　
　
　
　
　
　
継
続
審
査 

陳
情
第 

５  

号
　
要
望
書
…
… 

市
道
下
方
下
市
瀬
線
の
信
号
機

設
置
の
要
望
（
建
設
水
道
）
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
採
　
択 

陳
情
第 

６  

号
　
真
庭
た
ば
こ

販
売
協
同
組
合
へ
の
助
成
金
に

つ
い
て
（
産
業
）
　
　
不
採
択 

陳
情
第 

７  

号
　
市
道
改
良
に

関
す
る
要
望
書
（
上
市
瀬
地
内

市
道
檜
山
線
）
（
建
設
水
道
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
継
続
審
査 

陳
情
第 

８  

号
　
市
道
路
線
認

定
に
関
す
る
要
望
書
（
市
道
檜

山
線
か
ら
白
梅
団
地
支
線
を
結

ぶ
路
線
）
（
建
設
水
道
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
継
続
審
査 

陳
情
第 

９  

号
　
単
県
医
療
費 

公
費
負
担
制
度
の
見
直
し
（
案
）

の
撤
回
の
意
見
書
提
出
を
求
め

る
陳
情
書
（
文
教
厚
生
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
採
　
択 

陳
情
第 

10  

号
　
市
道
「
田
中 

中
央
線
」
改
良
要
望
陳
情
書 

（
建
設
水
道
）
　
　
　
採
　
択 

陳
情
第 

11  

号
　
新
た
な
「
食 

料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」

の
具
体
化
に
関
す
る
陳
情
書 

（
産
業
）
　
　
　
　
　
採
　
択 

陳
情
第 

12  

号
　
Ｗ
Ｔ
Ｏ
・
Ｆ 

Ｔ
Ａ
交
渉
に
関
す
る
陳
情
書
（
産

業
）
　
　
　
　
　
　
　
採
　
択 

陳
情
第 

13  
号
　
陳
情
書
…
… 

真
庭
市
発
注
印
刷
物
の
見
積
り

と
発
注
に
つ
い
て
（
総
務
）
　

　
　
　
　
　
　
　
　
継
続
審
査 

陳
情
第 

14  

号
　
要
望
書
…
… 

真
庭
市
釘
貫
小
川
・
市
道
『
酒

石
線
』
の
整
備
改
良
に
つ
い
て

（
建
設
水
道
）
　
　
　
採
　
択 

陳
情
第 

15  

号
　
要
望
書
…
… 

県
道
湯
原
美
甘
線
の
中
に
位
置

す
る
篠
ヶ
乢
ト
ン
ネ
ル
化
の
要 

望
書
提
出
に
つ
い
て
（
建
設
水

道
）
　
　
　
　
　
　
　
採
　
択 

陳
情
第 

16  

号
　
陳
情
書
…
… 

勝
山
テ
レ
ビ
共
同
聴
視
施
設
利

用
組
合
及
び
加
入
者
の
負
担
軽

減
に
つ
い
て
（
総
務
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
継
続
審
査 

  

請
願
第 

４  

号  

旧
県
庁
舎
職

員
寮
跡
地
に
関
す
る
請
願
書
（
総

務
）
　
　
　
　
　
　
　
不
採
択 

陳
情
第 

３  

号
　
岡
山
県
地
方

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
最
低

賃
金
制
度
の
抜
本
的
改
正
を
求

め
る
陳
情
書
（
総
務
）
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
継
続
審
査 

陳
情
第 

４  

号
　
「
骨
太
方
針

２
０
０
５
」
に
お
い
て
住
民
本

位
の
地
方
財
政
確
立
に
向
け
た

意
見
書
採
択
を
求
め
る
陳
情
書

（
総
務
）
　
　
　
　
　
不
採
択 

陳
情
第 

30  

号
　
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
増
税
、
消
費
税
の
引
き
上
げ

な
ど
、
大
増
税
に
反
対
す
る
陳

情
書
（
総
務
）
　
　
継
続
審
査 

陳
情
第 

31  

号
　
最
低
保
障
年

金
制
度
の
確
立
に
つ
い
て
、
貴

議
会
の
意
見
書
を
厚
生
労
働
大

臣
へ
提
出
を
す
る
こ
と
を
求
め

る
陳
情
（
文
教
厚
生
）
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
継
続
審
査 

陳
情
第 

32  

号
　
岡
山
県
地
方

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
最
低

賃
金
制
度
の
抜
本
的
改
正
を
求

め
る
陳
情
書
（
総
務
）
　
　
　 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
継
続
審
査 

陳
情
第 

33  

号
　
「
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
者
等
の
均
等
待
遇
実

現
を
求
め
る
意
見
書
」
採
択
を

求
め
る
陳
情
書
（
総
務
）
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
継
続
審
査 

  

◆
請
願
・
陳
情
23
件 

継
続
審
査
中
の
も
の 

 



臨　時　会  

平成18年 第１回臨時会　１月27日開催 

　第１回臨時会が開催され、補正予算１件を審議し、原案のとおり 
可決しました。 

○議案第１号　平成17年度真庭市一般会計補正予算（第４号）について 

※大雪による除雪経費の増額及び木質バイオマス活用地域エネルギー循環システム

化実験事業の一部前倒しに伴う補正予算 

各
種
委
員
会
の
変
更 

次
の
と
お
り
正
副
委
員
長
の
異
動
が 

あ
り
ま
し
た
。 

　
　
　
（
任
期
は
残
任
期
間
で
、 

　
　
　
　
平
成
19
年
５
月
15
日
ま
で
） 

建
設
水
道
委
員
会 

委 

員 

長  

山
　
岡
　
宏
　
充 

副
委
員
長  

入
　
澤
　
廣
　
成 

議
会
運
営
委
員
会 

委 

員 

長  

岡
　
　
　
陽
　
輔 

副
委
員
長  

池
　
田
　
文
　
治 

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会 

委 

員 

長  

　
　
地
　
秀
　
育 

予
算
審
査 

　
特
別
委
員
会 

総
合
計
画
審
査 

　
　
特
別
委
員
会 

　本委員会に付託された議案について、３
月20日、３月23日及び３月24日の３日間
にわたり執行部各担当部署からの詳細説明
を受けました。 
　18年度当初予算20件（一般会計予算、
および特別会計予算15件、公営企業会計
予算４件）、 
　17年度補正予算16件（一般会計予算、
および特別会計予算13件、公営企業会計
予算２件）を慎重審査した結果、付託され
た案件はすべて原案のとおり可決しました。 
※予算の詳細については３月定例会の記事
に掲載しています。 

予算審査特別委員会での審査のようす 

　3月9日の本会議において、議長を除
く39名の議員からなる「予算審査特別
委員会」を設置し、予算関係の議案が委
員会付託されました。 
　　委 員 長　西村　宏　議員 
　　副委員長　池田正行　議員 

　
「
予
算
審
査
特
別
委
員
会
」
と
同
じ

く
、
３
月
９
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

議
長
を
除
く
39
名
で
構
成
す
る
「
総
合

計
画
審
査
特
別
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、

審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
　
　
委
員
長
　
　
安
田
幸
雄
　
議
員 

　
　
　
副
委
員
長
　
岡
　
陽
輔
　
議
員 

 

　
３
月
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ
れ
た
、

議
案
第
14
号
「
真
庭
市
総
合
計
画
の
策

定
に
つ
い
て
」
を
３
月
10
日
の
本
委
員

会
に
お
い
て
、
審
査
し
ま
し
た
。 

　
植
木
企
画
振
興
部
長
よ
り
、
総
合
計

画
の
基
本
計
画
お
よ
び
実
施
計
画
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
　 

　
議
員
か
ら
は
、
学
校
の
再
編
及
び
学

校
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
作
り
、
自
主
防
災
組

織
の
重
要
性
、
公
共
交
通
の
今
後
の
計

画
、
財
政
計
画
と
総
合
計
画
の
関
係
、

若
者
の
定
住
化
、
通
信
事
業
（
携
帯
不

感
地
域
の
解
消
）
、
観
光
事
業
、
大
雪

対
策
及
び
子
育
て
支
援
の
充
実
等
に
つ

い
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。 

　
審
議
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。 



各委員会報告 

第
１
回
要
旨 

第
２
回
要
旨 

第
３
回
要
旨 

  

　
真
庭
市
情
報
化
策
定
委
員

会
設
立
の
趣
旨
及
び
審
議
内

容
の
説
明
を
求
め
、
今
後
の

市
情
報
化
計
画
へ
の
取
り
組

み
を
確
認
し
た
。 

　
真
庭
市
総
合
計
画
の
進
捗

状
況
の
説
明
を
求
め
、
議
会

全
員
協
議
会
に
提
出
さ
れ
る

こ
と
を
確
認
し
、
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
議
会
審
議
が

充
分
な
さ
れ
る
よ
う
求
め
た
。 

　
地
域
自
主
組
織
の
進
捗
状

況
を
自
治
振
興
課
よ
り
説
明

を
求
め
た
。
市
内
に
は
864
の

自
治
会
が
あ
り
活
動
自
治
会

は
845
で
あ
り
、
約
６
割
が
地

域
自
主
組
織
を
確
立
あ
る
い

は
計
画
し
て
い
る
。
組
織
の

立
ち
上
げ
が
遅
れ
て
い
る
地

域
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
方
針
を
聴
取
し
た
。 

       

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
（
ラ
ス

ト
ワ
ン
マ
イ
ル
）
に
つ
い
て

真
庭
市
情
報
化
策
定
委
員
会

（
委
員
13
名
）
か
ら
答
申
が

出
さ
れ
、
所
管
担
当
か
ら
答

申
の
あ
っ
た
真
庭
市
情
報
計

画
概
要
説
明
資
料
の
内
容
を

聴
取
し
た
。 

　
効
果
的
な
運
営
組
織
、
体

制
。
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
内

容
や
料
金
。
地
上
波
デ
ジ
タ

ル
放
送
へ
の
対
応
。
共
同
視

聴
施
設
か
ら
の
ス
ム
ー
ズ
な

移
行
。
な
ど
今
後
の
検
討
課

題
も
確
認
し
た
。 

　
国
体
に
つ
い
て
、
各
実
行

委
員
会
で
報
告
書
を
作
成
し
、

民
泊
地
区
は
思
い
出
集
を
作

成
す
る
こ
と
の
説
明
を
聴
取

し
た
。 

　
勝
山
地
区
に
建
設
中
の
温

水
プ
ー
ル
の
進
捗
状
況
の
説

明
、
プ
ー
ル
の
愛
称
募
集
に

つ
い
て
、
プ
ー
ル
運
営
の
職

員
状
況
、
会
員
募
集
に
つ
い

て
な
ど
、
指
定
管
理
者
の
計

画
を
聴
取
し
た
。 

  

　
３
月
議
会
の
付
託
案
件
議

案
17
件
の
審
査
。 

【
議
案
第
２
号
】真
庭
市
特
別

職
の
職
員
で
非
常
勤
の
報
酬

や
費
用
弁
償
に
関
す
る
も
の

で
、
交
通
災
害
共
済
委
員
、

行
政
上
設
置
さ
れ
た
そ
の
他

の
委
員
に
弁
護
士
、
公
認
会

計
士
、
大
学
教
授
な
ど
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営

協
議
会
委
員
を
加
え
る
と
す

る
も
の
。
　
　
　
原
案
可
決 

【
議
案
第
３
号
】危
険
物
に
関

す
る
条
例
の
改
正
に
と
も
な

い
、
移
動
タ
ン
ク
貯
蔵
所
の

設
置
等
及
び
煙
火
の
許
可
に

関
す
る
許
可
申
請
事
務
が
移

譲
（
真
庭
消
防
署
で
申
請
出

来
る
）
さ
れ
た
た
め
手
数
料

条
例
を
改
正
す
る
も
の
。
　

　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

     【
議
案
第
４
号
】真
庭
市
と
新

庄
村
と
の
間
に
お
け
る
煙
火

に
関
す
る
消
防
事
務
の
委
託

に
関
す
る
規
約
を
改
正
す
る

も
の
。
　
　
　
　
原
案
可
決 

【
議
案
第
５
号
】国
民
保
護
法

の
規
定
に
基
づ
き
、
真
庭
市

国
民
保
護
対
策
本
部
及
び
緊

急
対
処
事
態
対
策
本
部
に
監

視
必
要
な
事
項
を
定
め
る
た

め
に
条
例
の
制
定
を
す
る
も

の
。
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

【
議
案
第
６
号
】国
民
保
護
法

の
規
定
に
基
づ
き
真
庭
市
国

民
保
護
協
議
会
の
組
織
及
び

運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
を

定
め
る
た
め
に
条
例
の
制
定

を
す
る
も
の
。
　
原
案
可
決 

【
議
案
第
７
号
】災
害
対
策
法

の
規
定
に
基
づ
き
、
災
害
派

遣
手
当
及
び
武
力
攻
撃
災
害

派
遣
等
に
関
し
必
要
な
事
項

を
定
め
る
た
め
に
条
例
を
制

定
す
る
も
の
。
　
原
案
可
決 

【
議
案
第
９
号
】地
方
公
務
員

法
の
規
定
に
基
づ
き
人
事
行

政
等
の
状
況
の
公
表
に
関
し

必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め

の
条
例
制
定
。
　
原
案
可
決 

【
議
案
第
10
号
】真
庭
市
職
員

給
与
条
例
中
の
字
句
の
変
更
、

号
級
を
細
分
化
、
民
間
賃
金

の
地
域
間
格
差
を
よ
り
公
務

員
給
与
に
反
映
さ
せ
る
た
め

の
変
更
な
ど
条
例
改
正
を
行

う
も
の
。
　
　
　
原
案
可
決 

【
議
案
第
11
号
】人
事
院
の
勧

告
に
基
づ
き
号
級
を
細
分
化

す
る
条
例
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

【
議
案
第
12
号
】岡
山
県
市
町

村
総
合
事
務
組
合
の
変
更
は
、

岡
山
県
消
防
補
償
等
組
合
の

解
散
に
よ
り
、
岡
山
市
、
倉

敷
市
、
津
山
市
、
玉
野
市
、

笠
岡
市
、
総
社
市
の
加
入
を

認
め
共
同
処
理
す
る
事
務
を

追
加
す
る
も
の
。
原
案
可
決 

【
議
案
第
13
号
】消
防
団
員
の

減
少
傾
向
に
対
応
し
て
、
将

来
に
わ
た
っ
て
消
防
団
員
に

関
す
る
損
害
補
償
等
に
係
る

財
政
基
盤
の
確
保
強
化
を
図

る
た
め
、
岡
山
県
消
防
事
務

組
合
を
解
散
し
、
岡
山
県
市

町
村
総
合
事
務
組
合
へ
財
産

を
継
承
さ
せ
る
も
の
。
原
案

可
決 

【
議
案
第
16
号
】指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
す
る
た
め
、
真

庭
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
条

例
に
記
載
さ
れ
て
い
る
92
施

設
の
適
正
な
管
理
及
び
運
営

に
努
め
る
た
め
条
例
を
全
部

改
正
す
る
も
の
。
原
案
可
決 

【
議
案
第
17
号
】
美
甘
多
目

的
セ
ン
タ
ー
を
真
庭
市
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
条
例
か
ら

削
除
し
、
真
庭
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
条
例
に
加
え

る
も
の
。
　
　
　
原
案
可
決 

総務常任委員会報告 
委員会の開催日程委員会の開催日程 委員会の開催日程 

第1回　2月1日　情報化計画について 
　　　　　真庭市総合計画の進捗状況について 
　　　　　地域自主組織について 
第2回　2月21日　ケーブルテレビについて他 
第3回　3月16日　付託議案審議 
第4回　3月17日　請願・陳情の審査 
第5回　3月20日　過疎計画について 
第6回　3月23日　ラストワンマイルについて 



各委員会報告 

事業名 変更件数 新規件数 
予算額 3月補正額 県補助金 支出済額 

真庭市各地区国体予算一覧表 

道路関係 
橋梁 
情報化施設 
雪寒機械購入 
水道施設 
下水道施設 
消防施設 

11 
1 
 
1 
3 
7 
2

北　　房 
落　　合 
久　　世 
勝　　山 
八　　束 
湯　　原 
川　　上 
計 

28,616 
91,349 
29,843 
40,382 
444,564 
82,023 
44,089 
760,866

－4,214 
－9,978 
－1,380 
－806 

－153,431 
－12,470 
－4,000 

－186,279

14,194 
42470 
10,895 
13,010 
184,477 
16,000 

 
281,046

24,402 
81,371 
28,463 
39,576 
291,133 
69,553 
40,089 
574,587

4 
1 
1 
 
1

項　　　　　目 
北房 

正　式　競　技 
岡山県国体真庭市各実行委員会大会開催概要一覧抜粋 

 
観覧者数 
選手・監督等人数 
弁当調達数　斡旋 
弁当調達数　支給 
選手・監督等宿泊人数　営業施設 
　　〃　　民泊（久世は福祉センター） 
民泊家庭数 

520 
144 
0 

748 
144 
0 
0

落合 久世 勝山 八束 湯原 蒜山 計 

26,700 
685 
844 
1,980 
0 

2,804 
309

8,000 
157 
281 
1,232 
550 
114 
0

12,000 
160 
498 
1,207 
0 

613 
73

19,600 
377 
2,486 
3,666 
2,073 
0 
0

5,200 
364 
1,172 
2,434 
364 
0

72,020 
1,887 
5,281 
11,267 
3,131 
3,531 
3820 0

第
４
回
要
旨 

第
５
回
要
旨 

第
６
回
要
旨 

（単位千円） 

【
議
案
第
18
号
】指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
す
る
た
め
、
真

庭
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
緑
化
広

場
条
例
に
記
載
さ
れ
て
い
る

11
箇
所
を
適
正
な
管
理
運
営

に
努
め
る
た
め
に
条
例
の
全

部
を
改
正
す
る
も
の
。 

　
　
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

【
議
案
第
19
号
】公
民
館
と
分

館
の
施
設
名
称
を
整
理
し
、

久
世
公
民
館
草
加
部
分
館
と

大
蛇
公
民
館
を
加
え
る
。
ま

た
、
湯
原
公
民
館
と
北
房
公

民
館
の
使
用
料
を
定
め
る
も

の
。
　
　
　
　
　
原
案
可
決 

   

　
３
月
議
会
の
付
託
案
件
請

願
１
件
、
陳
情
４
件
、
継
続

審
査
中
の
請
願
１
件
、
陳
情

５
件
の
審
査
。 

【
請
願
第
１
号
】国
民
生
活
の

安
定
を
実
現
し
、
深
刻
を
極

め
る
多
重
債
務
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
高
金
利
引
下
げ

に
関
す
る
意
見
書
を
採
択
し
、

衆
参
両
院
と
関
係
各
省
に
提

出
を
望
む
請
願
。
　
　
採
択 

【
陳
情
第
１
号
】共
謀
罪
の
新

設
に
つ
い
て
は
、
日
本
弁
護

士
連
合
会
、
全
国
27
以
上
の

単
位
弁
護
士
会
長
反
対
声
明

も
あ
る
よ
う
に
、
市
民
の
自

由
・
人
権
を
侵
害
か
ら
守
る

た
め
に
も
、
国
会
で
は
慎
重

な
審
議
を
求
め
る
陳
情
の
採

択
を
求
め
る
も
の
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
継
続
審
査 

【
陳
情
第
３
号
】市
場
化
テ
ス

ト
等
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
民
間

開
放
を
安
易
に
行
わ
ず
、
画

一
的
な
公
務
員
の
純
減
は
止

め
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
改
善

や
水
準
維
持
に
必
要
な
人
員

を
確
保
す
る
こ
と
の
陳
情
の

採
択
を
求
め
る
も
の
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
継
続
審
査 

【
陳
情
第
13
号
】真
庭
印
刷
業

協
同
組
合
か
ら
提
出
さ
れ
、

真
庭
市
発
注
印
刷
物
の
見
積

り
と
発
注
に
関
し
検
討
を
求

め
る
も
の
。
　
　
継
続
審
査 

【
陳
情
第
16
号
】勝
山
テ
レ
ビ

共
同
視
聴
施
設
利
用
組
合
か

ら
提
出
さ
れ
、
真
庭
市
情
報

化
計
画
に
伴
い
施
設
の
有
効

利
用
等
利
用
者
の
負
担
軽
減

を
求
め
る
も
の
。
継
続
審
査 

  【
請
願
第
４
号
】勝
山
地
内
に

あ
る
旧
県
庁
舎
職
員
跡
地
を

市
で
購
入
し
地
域
の
広
場
と

し
て
の
使
用
を
求
め
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
不
採
択 

【
陳
情
第
３
号
】岡
山
県
最
低

賃
金
金
額
が
６
４
１
円
で
あ

り
、
一
ヶ
月
働
い
て
11
万
２

８
１
６
円
で
あ
る
。
最
低
賃

金
の
抜
本
的
改
正
を
求
め
る

も
の
。
　
　
　
　
継
続
審
査 

【
陳
情
第
４
号
】骨
太
方
針
２

０
０
５
に
お
け
る
３
兆
円
の

税
源
移
譲
、
低
所
得
者
の
増

税
反
対
、
生
活
保
護
負
担
金

な
ど
の
補
助
率
削
減
に
反
対
。

地
方
交
付
税
の
削
減
と
地
域

経
済
に
影
響
を
及
ぼ
す
公
務

員
給
与
の
地
域
給
の
導
入
を

行
わ
な
い
こ
と
等
を
求
め
る

も
の
。
　
　
　
　
　
不
採
択 

【
陳
情
第
30
号
】定
率
減
税
の

全
廃
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
へ
の

大
増
税
や
消
費
税
の
引
き
上

げ
を
行
わ
ず
、
大
企
業
や
大

金
持
ち
優
遇
の
減
税
を
や
め
、

能
力
に
応
じ
公
平
な
課
税
を

求
め
る
も
の
。
　
継
続
審
査 

【
陳
情
第
32
号
】前
述
陳
情
第

３
号
と
同
じ
も
の
。 

　
　
　
　
　
　
　
継
続
審
査 

【
陳
情
第
33
号
】パ
ー
ト
タ
イ

ム
労
働
者
等
と
正
規
労
働
者

と
の
均
等
待
遇
を
明
記
し
た

労
働
法
の
改
正
な
ど
を
求
め

る
も
の
。
　
　
　
継
続
審
査 

  

１
、
行
政
管
理
に
つ
い
て
の

調
査
研
究
。 

２
、
行
政
機
構
に
つ
い
て
の

調
査
研
究
。 

３
、
財
務
管
理
に
つ
い
て
の

調
査
研
究
。 

４
、
公
有
財
産
に
つ
い
て
の

調
査
研
究
。 

５
、
公
聴
広
報
に
つ
い
て
の

調
査
研
究
。 

６
、
電
算
処
理
に
つ
い
て
の

調
査
研
究
。 

７
、
消
防
行
政
に
つ
い
て
の

調
査
研
究
。 

８
、
生
涯
学
習
、
社
会
教
育

に
つ
い
て
の
調
査
研
究
。 

９
、
地
域
開
発
に
つ
い
て
の

調
査
研
究
。 

10
、
収
入
役
室
の
事
務
に
つ

い
て
の
調
査
研
究
。 

11
、
監
査
事
務
局
の
事
務
に

つ
い
て
の
調
査
研
究
。 

12
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
つ

い
て
の
調
査
研
究
。 

13
、
国
体
開
催
に
つ
い
て
の

調
査
研
究
。 

　
以
上
の
こ
と
を
議
会
閉
会

中
も
継
続
審
査
す
る
こ
と
に

決
り
ま
し
た
。 

   【
議
案
第
15
号
】過
疎
計
画
の

変
更
に
つ
い
て
所
管
か
ら
詳

細
説
明
を
求
め
た
。 

　
下
の
表
は
過
疎
計
画
内
訳
。 

   

ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
の

加
入
算
定
の
基
本
的
な
考
え

方
に
つ
い
て
再
度
説
明
を
求

め
た
。 

継
続
審
査
中
の
審
査 

閉
会
中
の
継
続
審
査
事
件 



各委員会報告 

文教厚生常任委員会報告 文教厚生常任委員会報告 
ヘルスサポーター 
21事業へ参加 
ヘルスサポーター 
21事業へ参加 

文
教
厚
生
常
任
委
員
会 

付
託
案
件
審
査 

文
教
厚
生
常
任
委
員
会 

付
託
案
件
審
査 

（
平
成
18
年
３
月
17
日
） 

《
可
決
議
案
》 

《
採
択
陳
情
》 

《
継
続
陳
情
》 

      

付
託
案
件
　
議
案
第
25
号 

　
岡
山
県
市
町
村
税
整
理
組
合

を
組
織
す
る
市
町
村
数
の
増
加

等
及
び
岡
山
県
市
町
村
税
整
理

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
↓

〈
市
町
村
合
併
に
よ
る
市
町
村

数
の
減
少
等
に
伴
う
組
合
規
約

の
変
更
〉 

　
少
数
意
見  

な
し  

付
託
案
件
　
議
案
第
26
号 

　
真
庭
市
在
宅
介
護
手
当
支
給

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
↓

〈
在
宅
介
護
手
当
の
支
給
月
に

つ
い
て
明
記
す
る
も
の
〉 

　
少
数
意
見  

な
し  

付
託
案
件
　
議
案
第
27
号 

　
真
庭
市
介
護
給
付
費
準
備
基

金
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

↓
〈
条
文
の
介
護
給
付
費
を
「
介

護
給
付
、
予
防
給
付
、
地
域
支

援
事
業
」
に
改
め
る
も
の
〉 

　
少
数
意
見  

な
し 

付
託
案
件  

議
案
第
38
号 

 
 

真
庭
市
学
校
設
置
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
↓
〈
中
和
中

学
校
を
蒜
山
中
学
校
に
統
合
し

た
こ
と
に
よ
る
改
正
〉 

　
少
数
意
見  

な
し 

付
託
案
件  

議
案
第
61
号 

　
真
庭
市
介
護
保
険
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
↓
〈
介
護
保

険
法
改
正
に
よ
る
第
一
号
被
保

険
者
（
65
歳
以
上
）
の
保
険
料

改
定
〉 

　
少
数
意
見  

あ
り 

  

付
託
案
件  

陳
情
第
２
号 

　
単
県
医
療
費
公
費
負
担
制
度

見
直
し（
案
）に
関
す
る
要
望
書

↓
〈
①
老
人
医
療
の
新
規
対
象

者
を
認
め
な
い
②
心
身
障
害
者

65
歳
以
上
の
新
規
認
定
を
し
な

い
③
ひ
と
り
親
の
対
象
者
全
員

に
所
得
税
非
課
税
を
適
用
す
る
、

な
ど
の
岡
山
県
見
直
し（
案
）の

撤
回
要
望
〉 

　
少
数
意
見  

な
し  

付
託
案
件  
陳
情
第
９
号  

　
単
県
医
療
費
公
費
負
担
制
度

の
見
直
し（
案
）の
撤
回
の
意
見

書
提
出
を
求
め
る
陳
情
書 

　
少
数
意
見  

な
し  

  

継
続
審
査  

陳
情
第
31
号 

　
最
低
保
障
年
金
制
度
の
確
立

に
つ
い
て
、
貴
議
会
の
意
見
書

を
厚
生
労
働
大
臣
へ
提
出
を
す

る
こ
と
を
求
め
る
陳
情 

　
審
査
結
果
　
継
続
審
査 

　
少
数
意
見  

な
し 

議案第61号 

真庭市の介護保険料が3,580円に！  
平成18年4月1日から。  65歳以上。 

付託審査ピックアップ！ 付託審査ピックアップ！ 付託審査ピックアップ！ 

旧 落 合 町  
旧 北 房 町  
旧 久 世 町  
旧 勝 山 町  
旧 湯 原 町  
旧 美 甘 村  
旧 中 和 村  
旧 八 束 村  
旧 川 上 村  

2,907円 
3,142円 
2,974円 
2,860円 
3,313円 
3,098円 
3,100円 
2,850円 
2,100円 

23.2％ 
13.9％ 
20.4％ 
25.2％ 
8.1％ 
15.6％ 
15.5％ 
25.6％ 
70.5％ 

県下各市の新保険料 

　介護保険料は、３年ごとに各市町村が見直すことになっている。                                        
　各地とも高齢化が進んでおり、４月からの新制度によって介護予防などのサービスが加わる。
　利用者（高齢者）の増加や給付費の増加により保険料が上がることになった。 

　岡山県内の介護保険料は、月額4,449円（平均）で21.6％アップとなり、全国平均では、4,090円で24.2％ア
ップの見込みである。  真庭市の介護保険料は、県下各市の中では、最も低い額となっている。 

○保険料に見合うサービスで対応するのは、市
の責任である。料金を統一したからには、 
サービスも統一してほしい。          
○国の介護保険の改悪は、是認できない。市独
自の助成策が必要である。 

《少数意見》 

岡 山 市  
倉 敷 市  
津 山 市  
玉 野 市  
笠 岡 市  
井 原 市  
総 社 市  
高 梁 市  
新 見 市  
備 前 市  
瀬 戸 内 市  
赤 磐 市  
美 作 市  
浅 口 市  
真 庭 市  

4,760円 
4,760円 
4,268円 
4,400円 
4,142円 
4,100円 
4,100円 
3,600円 
3,750円 
4,200円 
4,600円 
4,100円 
4,200円 
4,920円 
3,580円 



各委員会報告 

産
業
常
任
委
員
会
報
告 

【議　案】 

原案可決 

議案第21号 
真庭市蒜山高原スポーツ公園条例等の一部改正について 

→入浴（館）料の市民優待券廃止に伴い、関係条例の減免規定を整備するもの。 

【陳　情】 

採    択 

陳情第11号 新たな「食料・農業・農村基本計画」の具体化に関する陳情書 

陳情第12号 ＷＴＯ・ＦＴＡ交渉に関する陳情書 

不採択 

陳情第6号 

真庭たばこ販売協同組合への助成金について 

議案第24号 
真庭市津黒いきものふれあいの里条例の一部改正について 

→施設の使用料金と事業内容をより明確にするもの。 

議案第23号 

真庭市スポーツ施設条例の一部改正について 

→議案第22号の条例改正に伴い、同条例から「市営中和温泉プール」を削除す 
　るもの。 

議案第28号 

真庭市農業共済事業事務費の賦課総額及び賦課単価について 

→毎会計年度において、事務費賦課金の賦課総額および賦課単価を決定するた 
　め、議会の議決を求めるもの。 

議案第29号 

真庭市農業共済条例の一部改正について 

→農業災害補償法に基づき、家畜共済（乳用牛）掛け金の掛け金率を、毎年度危 
　険段階別に決定するもの。 

（理由）市の当初予算において各補助金が一律10％カットされている中、昨年 
同様の助成を、ということであったが、協議の結果、市の厳しい財政事情を考 
慮すれば10％減もやむを得ないとの意見が多く、不採択と決した。 

議案第22号 
真庭市津黒高原観光施設条例の一部改正について 

→「市営中和温泉プール」を現行のスポーツ施設から観光施設に変更すること 
　に伴う条例改正。 

調査研究報告 調査研究報告 調査研究報告 調査研究報告 
以下の日程で執行部から説明を受け、市政について各委員から活発な質問・意見が出ました。 

第
２
回
委
員
会 

平
成
18
年
３
月
16
日 

平
成
18
年
１
月
25
日 

第
１
回
委
員
会 

　
産
業
建
設
部
農
業
振
興
課
、
林
業
振
興
課
、
商
工

振
興
課
、
お
よ
び
企
画
振
興
部
観
光
課
よ
り
、
平
成

17
年
度
主
要
事
業
の
報
告
と
、
今
後
の
主
要
事
業
の

予
定
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。 

　
概
要
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。 

①
農
業
振
興
課 

・
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
畜
産
環
境
整
備
事
業
に
つ
い
て 

・
公
共
育
成
牧
場
状
況
に
つ
い
て
（
２
カ
所
） 

②
林
業
振
興
課 

・
真
庭
市
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
循

環
シ
ス
テ
ム
化
実
験
事
業（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
委
託
事
業
） 

　
　
〜
昨
年
10
月
４
日
の
当
委
員
会
に
お
い
て
提
案

書
の
提
出
に
つ
い
て
了
承
を
得
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
は
事
業
内
容
に
つ
い
て
、
さ
ら
に

詳
し
い
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

・
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
策
定
に
つ
い
て 

・
森
林
災
害
復
旧
状
況
に
つ
い
て 

③
商
工
振
興
課 

・
真
庭
産
業
団
地
の
分
譲
等
の
状
況
に
つ
い
て 

・
平
成
17
年
度
真
庭
市
商
工
業
融
資
制
度
実
績
に
つ

い
て 

④
観
　
光
　
課 

・
事
業
報
告 

・
18
年
度
新
規
事
業 

・
今
後
の
展
開
と
課
題 

　
産
業
・
観
光
関
係
施
設
の
管
理
状
況
に
つ
い
て
、

ま
た
産
業
観
光
に
つ
い
て
、
各
担
当
課
よ
り
説
明
を

受
け
ま
し
た
。 

３月定例会　付託案件審査結果 ３月定例会　付託案件審査結果 ３月定例会　付託案件審査結果 （第２回委員会） 
　3月定例会において本委員会に付託された案件について、3月16日の委員会に 
おいて審査し、以下のとおり決定しました。 



各委員会報告 

建設水道常任委員会報告 

真庭市見尾地内 

真庭市多田地内 

○
真
庭
市
営
一
般
住
宅
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て 

　
こ
の
条
例
改
正
は
、
旧
勝
山
町
の

時
に
庁
舎
裏
駐
車
場
整
備
に
お
け
る

立
ち
退
き
に
よ
り
提
供
し
て
い
た
家

屋
を
、
現
在
普
通
財
産
と
し
て
い
た

が
、
今
後
市
営
住
宅
と
し
て
行
政
財

産
に
含
め
る
こ
と
で
、
住
宅
管
理
を

効
率
化
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
す
。 

○
真
庭
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て 

　
こ
の
条
例
改
正
は
、
公
営
住
宅
法

施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
改
正

に
伴
い
、
同
居
親
族
要
件
の
緩
和
が
認

め
ら
れ
る
も
の
の
範
囲
拡
大
等
の
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。 

○
真
庭
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て 

　
こ
の
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て
は
、

市
道
「
小
池
線
」「
サ
ニ
ー
団
地
線
」及

び
「
中
山
団
地
線
」
の
３
本
の
市
道
を

統
合
す
る
た
め
。
ま
た
、
市
道
「
金
屋

線
」
及
び
「
多
田
線
」
を
つ
な
ぐ
道
路

新
設
工
事
を
施
工
し
、
１
本
の
新
規
路

線
と
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。 

○
真
庭
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て 

　
こ
の
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

は
、
市
道
「
中
山
サ
ニ
ー
団
地
線
」

及
び
市
道
「
多
田
金
屋
線
」
は
、

路
線
統
合
に
よ
る
も
の
で
、
市
道

「
鍋
屋
西
線
」
は
位
置
指
定
道
路

で
３
年
経
過
及
び
道
路
敷
の
寄
付

に
よ
り
路
線
認
定
す
る
も
の
で
、

ま
た
、
市
道
「
大
畑
中
線
」
は
道

路
改
良
工
事
に
よ
る
支
線
認
定
、

市
道
「
河
元
山
根
線
」
及
び
市
道

「
多
田
西
線
」
は
位
置
指
定
道
路

で
３
年
経
過
及
び
道
路
敷
の
寄
付

に
よ
り
支
線
と
し
て
認
定
す
る
も

の
で
す
。 

○
真
庭
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て 

　
こ
の
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

は
、
道
路
拡
幅
改
良
工
事
等
に
よ

り
起
点
又
は
終
点
を
変
更
す
る
も

の
で
す
。 

○
真
庭
市
水
道
事
業
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て 

　
こ
の
条
例
改
正
は
、
真
庭
市
三

崎
が
、
三
崎
と
五
反
に
変
更
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
真
庭
市
水
道
事

業
の
給
水
区
域
に
五
反
を
加
え
る

た
め
の
も
の
で
す
。 

○
真
庭
市
農
業
集
落
排
水
施
設
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

　
農
業
集
落
排
水
施
設
の
名
称
、

位
地
及
び
区
域
別
表
第
１
の
う
ち

施
設
の
名
称
及
び
計
画
処
理
人
口

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。 

○
真
庭
市
浄
化
槽
市
町
村
整
備
推

進
事
業
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て 

　
こ
の
条
例
改
正
は
、
浄
化
槽
市

町
村
整
備
推
進
事
業
の
円
滑
な
推

進
を
図
る
た
め
、
工
事
計
画
の
作

成
、
移
転
費
用
等
の
負
担
、
分
担

金
の
賦
課
及
び
使
用
料
の
徴
収
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。 

建設水道審査結果 建設水道審査結果 建設水道審査結果 
（３月16日・17日） 

　
平
成
18
年
３
月
９
日
開
催
の
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

の
は
、
条
例
改
正
案
５
件
、
市
道
路
線
の
廃
止
・
認
定
・
変
更
３
件
、
陳
情
６
件

の
計
14
件
で
、
付
託
さ
れ
た
案
件
は
、
３
月
16
日
に
担
当
部
課
長
の
同
席
の
う
え

現
地
調
査
を
行
い
、
３
月
17
日
に
付
託
案
件
の
審
査
を
行
い
慎
重
審
査
い
た
し
ま

し
た
。 

議案第30号 

議案第31号 

議案第32号 
議案第33号 
議案第34号 

議案第35号 

議案第36号 

議案第37号 

陳情第５号 

陳情第７号 

陳情第８号 

陳情第10号 

陳情第14号 

陳情第15号 

原案可決 

原案可決 

原案可決 
原案可決 
原案可決 

原案可決 

原案可決 

原案可決 

採　　択 

継続審査 

継続審査 

採　　択 

採　　択 

採　　択 

付　託　案　件 審査結果 

真庭市営一般住宅条例の一部改正
について 
真庭市営住宅管理条例の一部改正
について 
真庭市道路線の廃止について 
真庭市道路線の認定について 
真庭市道路線の変更について 
真庭市水道事業の設置等に関する
条例の一部改正について 
真庭市農業集落排水施設条例の一
部改正について 
真庭市浄化槽市町村整備推進事業
に関する条例の一部改正について 
要望書…市道下方下市瀬線の信号
機設置の要望 
市道改良に関する要望書（上市瀬
地内  市道檜山線） 
市道路線認定に関する要望書（市
道檜山線から白梅団地支線を結ぶ
路線） 
市道「田中中央線」改良要望陳情書 
要望書…真庭市釘貫小川・市道『酒
石線』の整備改良について 
要望書…県道湯原美甘線の中に位
置する篠ヶ乢トンネル化の要望書
提出について 



特別委員会報告 

 

政治倫理等調査特別委員会 政治倫理等調査特別委員会 
「
政
治
倫
理
等
調
査
特
別
委
員
会
」
の
設
置
と 

「
真
庭
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
」
の
制
定 

に
つ
い
て 

　
先
般
の
建
設
水
道
常
任
委
員
会
視
察
研
修
の
件
に
伴
い
、
市

民
の
皆
様
の
信
頼
を
回
復
す
る
た
め
、
平
成
18
年
２
月
27
日
開

催
の
真
庭
市
議
会
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、「
政
治
倫
理
等
調
査

特
別
委
員
会
」
の
設
置
を
採
択
し
、
８
人
の
委
員
を
選
任
、
お

よ
び
正
副
委
員
長
を
選
任
い
た
し
ま
し
た
。
（
委
員
名
、
役
職

は
左
表
の
と
お
り
） 

政治倫理等調査特別委員会委員 

　この特別委員会で協議してまいりました結果、「真庭市議会議員政治倫理条例」を制定すべき

として、３月28日開催の議会に上程し、賛成多数で可決いたしました。 

　「真庭市議会議員政治倫理条例」の主な内容は次のとおりです。 

委
員
長 

　
福
　
井
　
孝
　
行 

 

副
委
員
長 

　
奥
　
田
　
一
　
雄 

 

委
　
員 

　
金
　
谷
　
光
　
二 

　
伊
　
東
　
恭
　
一 

　
三
　
村
　
一
　
夫 

　
中
　
元
　
唯
　
資 

　
山
　
岡
　
宏
　
充 

　
由
　
井
　
堅
　
史 

政
治
倫
理
等
調
査 

特
別
委
員
会 

（目的） 

　真庭市議会議員が市民から市政に関する機能を委託された代表であることを自覚し、

その信託に応えるため、政治倫理に関する規律の基本となる事項を定め、議員の政治倫

理の確立を図る。 

（議員の責務） 

　議員は、市民全体の代表者として、法を遵守し、良心と責任をもって政治活動を行う。 

　また、政治倫理に反する事実があるとの疑惑を持たれたときは、自ら疑惑の解明に当

たり、その責任を明らかにする。 

（市民の責務） 

　市民は、主権者として自らも市政を担い、公共の利益を実現する責任を自覚し、議員

の政治活動に関心を持つよう努める。 

　また、議員に対して、政治倫理に反する働きかけを行わない。 

（政治倫理基準） 

　１　議員は市民の代表者として、品位や名誉を損なうような行為を慎み、不正の疑惑

を持たれる行為をしない。 



特別委員会報告 

その他の特別委員会活動報告 

庁舎建設特別委員会庁舎建設特別委員会 庁舎建設特別委員会 

　２　議員は人格と倫理の向上に努め、地位を利用して金品を授受しない。 

　３　議員は政治活動に対して、政治的・道義的批判を受けるような寄付を受けない。

また議員の後援団体についても同様に取り扱わせるよう措置する。 

　４　議員が行う寄付や挨拶状の頒布について、公職選挙法の規定を遵守する。 

　５　市等が行う請負契約等に関して、特定の業者の推薦や紹介などの有利な取り計ら

いをしない。 

　６　市の職員の公正な職務の執行を妨げ、権限や地位による不正な働きかけをしない。 

　７　市の職員の採用や昇任・人事異動に関し、不正に関与しない。 

（請負契約等に関する遵守事項） 

　議員及びその配偶者並びに２親等以内の親族は、市との請負契約等に関する契約を辞

退するよう努める。 

（審査の請求） 

　市民にあっては、選挙権を有する者の総数の100分の１以上の者の連署、議員にあっ

ては、議員定数の８分の１以上の者の連署にて、議長に審査を請求できる。 

　なお、他に政治倫理審査会の設置、審査会の職務及び権限、審査結果の尊重、などの条項

を含め全13条よりなっており、公布日（平成18年3月31日）から施行されています。 

　今後は、本条例を議員全員に周知徹底し一層の綱紀粛正を目指すとともに、委員会におい

て条例の実施事項を定めるべく協議を重ねていきたいと考えておりますので、これからも市

民皆様のご理解とご指導を賜りますようお願いし、今回の報告とさせていただきます。 

国道国道313号整備号整備 
特別委員会特別委員会 
国道313号整備 
特別委員会 

　3月27日委員会が開催され現在までの経過、
今後の計画及び方針について協議しました。 
（経過、今後の計画及び方針） 
　平成16年台風23号による強風と豪雨により
木立の倒木及び落石、山地崩壊などにより、
一時通行止め、片側交互通行となりました。
また、昨年9月6日豪雨により見尾地内山腹が
崩壊し、見尾から仲間が全面通行止めとなり、
人家70戸余りが孤立しました。 
　見尾地内においては、防災事業として採択
され、川出しによる道路付け替えとして平成
18年度中完成見込みとして工事発注されてい
ます。 
　仲間地区においては、道路防災工事を平成
18年度から集中的に行い2ヶ年度で完成をめざ
し、同時に改良計画についても調査を行って
行く予定とのことです。 

　庁舎建設特別委員会が3月22日に蒜山振興局

において開催され、振興局は市木地内に建設

を予定しているが、面積については検討中で

あるとの説明を受けました。 

庁舎建設特別委員会のようす 



一 般 質 問  

古
南
　
源
二 

議
員 

問 

市
長 

答 

市
長 

答 

市
長 

答 
産
業
建
設
部
次
長 

答 

市
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
整 

備
計
画
に
つ
い
て 

谷
口
　
宗
一 

議
員 

問 団
塊
の
世
代
を
迎
え
る 

に
あ
た
っ
て
市
政
と
し 

て
の
対
応
に
つ
い
て 

問 観
光
真
庭
の
「
よ
さ
」 

を
ど
の
よ
う
に
ピ
ー
ア 

ー
ル
を
し
て
い
く
の
か 

真庭市観光パンフレット 

　
市
内
に
あ
る
公
営
住
宅
の
整

備
を
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
る

の
か
。 

①
公
営
住
宅
は
民
間
賃
貸
住
宅

の
補
完
機
能
と
思
う
、
適
正
戸

数
は
何
戸
と
考
え
る
か
。 

②
耐
用
年
数
を
経
過
し
た
住
宅

は
ど
う
す
る
の
か
。
用
途
廃
止

の
場
合
は
ど
う
か
。 

③
段
差
の
解
消
、
手
す
り
の
設

置
、
周
辺
整
備
等
改
修
工
事
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か
。 

④
教
員
住
宅
の
空
い
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
。
市
営
住
宅
の
よ

う
に
使
用
で
き
な
い
か
。 

⑤
Ⅰ
・
Ｊ
・
Ｕ
タ
ー
ン
も
視
野

に
入
れ
、
都
会
に
い
る
団
塊
の

世
代
の
公
営
住
宅
に
住
み
た
い

と
い
う
動
向
調
査
は
ど
う
か
。 

⑥
計
画
さ
れ
る
新
し
い
市
営
住

宅
の
基
準
面
積
は
ど
れ
く
ら
い

か
。
ニ
ュ
ー
パ
ブ
リ
ッ
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
実
践
に
な
る
と
思

う
が
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
な
ど
の
民
間
活

力
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。 

⑦
教
員
住
宅
に
古
い
も
の
も
あ

る
、
空
い
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
が
、
財
政
状
況
の
悪
い
中
、

有
効
利
用
し
市
営
住
宅
の
よ
う

に
使
用
で
き
な
い
か
。 

  

　
旧
４
町
の
ス
ト
ッ
ク
総
合
活

用
に
よ
る
と
目
標
戸
数
は
６
６

２
戸
、
民
間
住
宅
の
供
給
状
況

を
踏
ま
え
、
18
年
度
中
に
真
庭

市
ス
ト
ッ
ク
総
合
計
画
を
策
定

す
る
。
そ
の
中
に
目
標
戸
数
、

耐
用
年
数
が
経
過
し
て
い
る
住

宅
は
建
替
ま
た
は
、
用
途
廃
止

し
て
い
く
。
高
齢
者
へ
の
対
策

の
改
造
は
、
容
易
に
改
造
で
き

な
い
住
宅
が
大
半
で
あ
り
、
簡

易
な
整
備
、
公
共
下
水
道
に
よ

る
ト
イ
レ
改
修
は
計
画
的
に
行

い
た
い
。
ま
た
、
教
員
住
宅
は
、

ス
ト
ッ
ク
整
備
計
画
に
は
無
い

が
、
必
要
な
建
物
か
ら
随
時
改

修
し
て
い
く
。
教
員
住
宅
は
提

言
の
通
り
一
般
に
門
戸
を
開
い

て
い
き
た
い
が
、
使
命
は
教
員

住
宅
で
あ
り
、
適
切
に
判
断
し

て
い
き
た
い
。 

  

　
総
合
計
画
の
中
で
動
向
調
査

し
て
い
き
た
い
。
今
、
原
方
地

区（
建
設
中
）の
が
中
程
度
の
面

積
で
大
体
70
㎡
か
ら
80
㎡
く
ら

い
で
、
今（
建
設
中
）程
度
を
確

保
し
た
い
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
導
入
は

現
在
考
え
て
い
な
い
。
用
途
廃

止
の
場
合
の
払
い
下
げ
は
、
今

入
居
さ
れ
て
い
る
方
に
払
い
下

げ
る
の
が
一
番
と
考
え
る
。 

         

　
団
塊
の
世
代
に
つ
い
て
は
全

国
の
人
口
の
一
割
の
退
職
者
を

想
定
し
た
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー

ン
等
の
調
査
研
究
が
各
地
で
行

わ
れ
て
い
る
が
、
真
庭
市
出
身

の
退
職
者
の
把
握
、
ま
た
意
向

調
査
等
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
る
の
か
。
そ
の
結
果
を
中
小

企
業
育
成
に
活
用
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
さ
ら
に
新
規
企
業
の

受
入
れ
等
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

  

　
団
塊
の
世
代
は
金
の
卵
と
呼

ば
れ
、
高
度
経
済
成
長
を
支
え

た
優
秀
な
技
術
、
技
能
を
有
し

て
い
る
世
代
で
、
真
庭
地
域
の

農
業
分
野
へ
の
就
農
、
企
業
な

ど
多
様
の
分
野
で
の
活
躍
を
期

待
し
て
い
る
。
真
庭
市
出
身
者

に
つ
い
て
は
把
握
で
き
て
い
な

い
が
、
議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、

商
工
会
、
Ｊ
Ａ
真
庭
と
の
連
携

を
強
め
て
、
い
ろ
い
ろ
受
け
入

れ
体
制
を
進
め
て
い
き
た
い
。

新
規
企
業
の
受
入
れ
に
つ
い
て

は
市
の
企
業
立
地
に
関
す
る
条

例
に
基
づ
き
支
援
し
て
い
く
。 

      

　
観
光
振
興
は
地
域
経
済
の
活

性
化
と
し
て
是
非
必
要
。
真
庭

市
は
９
ケ
町
村
の
回
廊
観
光
地

が
連
結
し
た
。
外
国
人
誘
致
も

視
野
に
入
れ
て
リ
ピ
ー
ト
性
の

高
い
農
村
体
験
等
い
か
に
観
光

客
の
拡
大
を
図
る
か
。 

  

　
市
は
豊
か
な
自
然
や
歴
史
的

遺
産
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
森
林

の
持
つ
多
面
的
機
能
を
生
か
し

森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
体

験
学
習
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
の
場

と
し
て
利
活
用
し
観
光
客
の
拡

大
を
図
る
。
バ
イ
オ
マ
ス
も
新

た
な
観
光
資
源
と
し
て
新
産
業

の
創
設
、
雇
用
の
促
進
に
つ
な

げ
、
外
国
人
向
け
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
観
光
協
会
と
連
携
し
取
り

組
み
た
い
。 

真 庭 市 議 会  

一 般 質 問  
16人の議員が質問しました。 



一 般 質 問  

長
尾
　
　
修 

議
員 

問 真
庭
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

の
産
業
振
興
の
役
割
、 

市
民
に
対
し
て
の
役
割 

に
つ
い
て 

問 文
化
財
や
伝
統
工
芸
品 

等
の
保
護
と
育
成
に
つ 

い
て 

奥
田
　
一
雄 

議
員 

問 ゴ
ミ
袋
の
無
料
化
は
で 

き
な
い
か 

市
長 

答 

市
長 

答 

教
育
長 

答 

市
長 

答 

郷原漆器 

問 真
庭
市
入
札
参
加
資
格 

審
査
申
請
に
つ
い
て 

市
長 

答 

       

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
１
日
５

０
０
件
の
訪
問
客
が
あ
る
。
産

業
振
興
、
観
光
客
に
親
切
な
表

現
に
願
い
た
い
。 

  

　
あ
ら
ゆ
る
市
内
情
報
を
提
供

で
き
る
地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

に
育
て
て
い
く
。 

         

　
真
庭
市
に
は
多
く
の
文
化
財

や
伝
統
工
芸
品
等
が
存
在
し
て

お
り
、
市
民
に
と
っ
て
歴
史
的

遺
産
で
あ
り
誇
り
で
も
あ
る
。

こ
れ
ら
は
統
一
基
準
を
設
け
て

見
直
し
す
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

過
疎
化
と
少
子
・
高
齢
化
が
進

む
中
で
、
そ
の
貴
重
な
伝
統
文

化
や
民
俗
技
術
の
継
承
が
危
ぶ

ま
れ
て
い
る
。
蒜
山
地
域
に
は
、

国
指
定
重
要
無
形
文
化
財
の
大

宮
踊
り
、
県
指
定
伝
統
的
工
芸

品
の
が
ま
細
工
、
県
指
定
郷
原

漆
器
が
あ
る
。
今
般
、
郷
原
漆

器
が
、
民
俗
技
術
と
し
て
は
県

内
初
と
な
る
県
無
形
民
俗
文
化

財
の
第
１
号
と
し
て
指
定
さ
れ

た
。
今
後
、
真
庭
市
及
び
教
育

委
員
会
と
し
て
も
伝
統
文
化
や

技
術
継
承
の
灯
を
消
さ
な
い
よ

う
、
市
民
の
貴
重
な
文
化
財
や

伝
統
工
芸
品
等
の
保
護
と
育
成

に
適
切
な
支
援
措
置
を
講
じ
て

い
た
だ
き
た
い
。 

           

　
こ
の
た
び
郷
原
漆
器
が
県
重

要
無
形
民
俗
文
化
財
に
、
國
本

俊
雄
氏
が
県
重
要
無
形
文
化
財

に
認
定
さ
れ
、
真
庭
市
と
し
て

も
非
常
に
喜
ば
し
く
、
誇
れ
る

も
の
だ
。
地
域
活
性
化
や
観
光

資
源
と
し
て
も
大
き
な
役
割
を

担
う
伝
統
文
化
は
、
後
継
者
不

足
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
市
総
合
計
画
の
中
で
後
継

者
育
成
と
伝
承
活
動
支
援
を
重

要
な
柱
と
し
て
い
る
。
指
摘
さ

れ
た
郷
原
漆
器
は
７
０
０
年
に

及
ぶ
歴
史
と
伝
統
を
持
ち
、
日

本
四
大
漆
器
の
一
つ
だ
と
言
わ

れ
て
い
る
。 

　
大
宮
踊
り
な
ど
の
無
形
文
化

財
、
そ
し
て
郷
原
漆
器
の
民
俗

技
術
に
つ
い
て
は
、
伝
承
と
地

域
の
活
性
化
の
た
め
に
、
今
後

と
も
引
き
続
き
強
く
支
援
を
継

続
し
て
い
き
た
い
。 

  

　
教
育
委
員
会
で
は
、
文
化
財

の
保
護
、
保
存
は
最
重
要
課
題

で
あ
り
、
見
直
し
に
よ
っ
て
、

よ
り
厚
い
保
護
、
育
成
を
図
り

た
い
。
活
動
経
費
の
支
援
も
、

国
や
県
の
支
援
体
制
と
あ
わ
せ

て
考
え
た
い
。
さ
ら
に
活
動
の

輪
を
広
げ
、
市
民
的
な
活
動
に

よ
り
伝
承
者
を
育
て
た
り
、
次

世
代
を
担
う
小
・
中
・
高
校
生

に
は
文
化
財
に
親
し
む
機
会
を

設
け
、
後
継
者
の
育
成
に
努
め

て
い
き
た
い
。 

        

　
可
燃
袋
は
合
併
し
て
袋
が
小

さ
く
な
り
値
段
は
上
が
り
、
70 

R
が
廃
止
と
な
り
不
便
で
あ
る
。

不
燃
ご
み
袋
、
粗
大
ご
み
の
札

は
値
上
が
り
し
、
資
源
ビ
ン
・

ペ
ッ
ト
ポ
ト
ル
・
梱
包
プ
ラ
の

無
料
が
有
料
と
な
り
、
住
民
の

皆
さ
ん
も
協
力
し
洗
浄
し
て
手

間
を
掛
け
て
水
道
料
金
の
お
金

も
支
払
い
、
ゴ
ミ
の
減
量
に
努

力
し
、
資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク

ル
し
て
い
る
実
態
を
理
解
さ
れ

て
い
る
か
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

並
々
な
ら
ぬ
苦
労
と
努
力
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
無
料
化
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。
ゴ
ミ
袋
を

作
り
、
結
果
的
に
ゴ
ミ
を
増
や

し
て
い
る
。
岡
山
市
の
よ
う
に

透
明
の
買
い
物
袋
に
入
れ
る
こ

と
で
無
料
で
持
っ
て
帰
っ
て
も

ら
え
る
。
経
費
削
減
対
策
で
、

無
料
の
方
が
結
果
的
に
安
く
つ

い
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い

て
ど
う
か
。 

          

　
循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指

し
て
、
真
庭
市
一
般
廃
棄
物
処

理
基
本
計
画
を
策
定
中
で
あ
る
。

こ
の
中
で
、
ご
み
袋
の
料
金
体

系
全
般
に
つ
い
て
も
検
討
し
特

に
資
源
ご
み
袋
は
、
市
民
の
御

苦
労
、
御
努
力
や
御
指
摘
の
点
、

資
源
化
の
促
進
を
図
る
こ
と
な

ど
を
考
慮
し
料
金
体
系
を
今
後

検
討
し
て
い
く
。 

     

　
市
内
業
者
に
対
し
て
は
、
10

万
円
以
内
は
指
定
業
者
と
認
め

特
例
処
置
の
認
定
が
出
来
な
い

か
。
小
規
模
業
者
育
成
の
観
点

か
ら
も
考
慮
出
来
な
い
か
。
買

っ
て
頂
け
る
か
頂
け
な
い
か
分

か
ら
な
い
中
で
申
請
手
続
き
を

し
た
が
、
一
件
も
無
か
っ
た
、

で
も
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
今
年
は

買
っ
て
頂
け
る
か
も
と
期
待
し

て
申
請
し
て
い
る
、
実
態
を
考

慮
し
認
定
出
来
な
い
か
。 

  

　
真
庭
市
物
品
購
入
取
扱
要
綱

に
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
が

あ
る
業
者
に
物
品
の
購
入
ま
た

は
印
刷
物
の
発
注
を
行
う
こ
と

が
明
記
し
て
あ
る
。
物
品
の
購

入
、
役
務
の
提
供
な
ど
の
資
格

審
査
申
請
書
が
８
７
１
件
あ
っ

た
。
平
成
18
年
度
は
同
申
請
書

を
提
出
し
て
い
る
業
者
を
指
名

し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。 

  



一 般 質 問  

市
長 

答 

市
長 

答 

助
役 

答 

監
査
委
員 

答 

三
村
　
一
夫 

議
員 

問 市
の
財
政
破
綻
は
あ
る 

か 

原
　
　
秀
樹 

議
員 

問 物
品
・
役
務
等
入
札
参 

加
資
格
審
査
申
請
要
綱 

に
つ
い
て 

問 真
庭
市
全
域
の
地
図
の 

各
家
庭
へ
の
配
布
に
つ 

い
て 

問 人
口
減
少
に
歯
止
め
が 

か
け
ら
れ
る
か 

問 監
査
機
能
の
充
実
に
つ 

い
て 

市
長 
答 

小
河
原
靖
弘 

議
員 

問 冬
期
間
の
交
通
対
策
に 

つ
い
て 市

長 

答 

       

　
合
併
協
で
示
し
た
予
算
規
模

は
２
８
０
億
円
だ
が
（
類
似
団

体
で
は
２
５
０
億
円
）
昨
年
度

30
億
円
、
本
年
度
40
億
円
超
え

て
い
て
将
来
の
返
済
計
画
に
狂

い
が
生
じ
る
と
破
綻
の
危
険
が

あ
る
。
交
付
税
、
人
口
減
少
、

利
率
な
ど
変
動
が
予
想
さ
れ
る
。

岡
山
市
な
ど
予
算
規
模
は
緊
縮

型
に
な
っ
て
い
る
中
で
真
庭
市

は
本
当
に
大
丈
夫
か
。 

   

　
平
成
18
年
度
は
4.2
％
増
、
こ

れ
は
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

の
実
施
に
よ
る
も
の
で
財
政
調

整
基
金
な
ど
取
り
崩
し
て
収
支

の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
。
23
〜
27

年
度
の
５
年
間
の
予
算
規
模
は

合
併
特
例
期
間
終
了
後
を
見
据

え
て
、
行
政
組
織
な
ど
、
再
編

再
構
築
を
進
め
る
。 

     

　
産
業
に
活
力
が
な
け
れ
ば
人

口
流
出
は
防
げ
な
い
。
若
者
を

引
き
止
め
る
魅
力
が
な
け
れ
ば

人
口
は
減
り
続
け
る
。
先
進
地

な
ど
参
考
に
希
望
の
持
て
る
施

策
が
必
要
だ
。 

  

　
若
者
に
魅
力
あ
る
雇
用
の
場

の
創
出
に
向
け
て
、
真
庭
産
業

団
地
へ
の
企
業
誘
致
に
全
力
を

あ
げ
る
。
ま
た
バ
イ
オ
マ
ス
タ

ウ
ン
構
想
や
観
光
回
廊
真
庭
の

推
進
な
ど
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
や
雇
用
機
会
を
生
み
出

す
。
目
標
人
口
５
万
人
維
持
に

向
け
努
力
す
る
。 

     

　
公
費
を
使
う
厳
し
さ
に
つ
い

て
監
査
の
大
切
さ
を
痛
感
す
る
。

外
郭
団
体
補
助
、
限
ら
れ
た
納

入
業
者
し
か
い
な
い
入
札
、
領

収
書
の
要
ら
な
い
も
の
の
支
出
、

予
算
の
効
率
的
運
用
、
公
明
公

正
が
市
民
の
信
頼
の
源
で
は
な

い
か
。
監
査
機
能
の
強
化
を
求

め
る
。 

  

　
委
託
し
て
い
る
団
体
や
財
政

援
助
団
体
は
監
査
の
対
象
、
年

間
監
査
実
施
計
画
に
よ
り
検
査
、

審
査
、
監
査
を
行
っ
て
い
る
。

よ
り
厳
格
な
監
査
を
行
う
に
は

現
在
の
監
査
事
務
局
員
の
数
で

は
十
分
な
対
応
は
で
き
な
い
と

考
え
て
い
る
。 

         

　
真
庭
市
に
お
い
て
物
品
役
務

等
に
関
す
る
入
札
参
加
要
綱
が

定
め
ら
れ
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

個
人
、
法
人
に
お
い
て
も
、
金

額
に
関
係
な
く
ほ
ぼ
同
一
の
書

類
で
の
申
請
と
な
っ
て
お
り
、

申
請
登
録
を
し
て
い
な
け
れ
ば

支
払
い
が
出
来
な
い
事
と
な
っ

い
る
。
各
地
域
に
は
優
秀
な
技

術
や
技
能
を
持
っ
た
人
材
が
多

数
お
ら
れ
る
。
そ
の
方
々
に
協

力
を
お
願
い
し
地
域
活
性
化
等

行
う
上
で
、
市
の
方
に
入
札
参

加
資
格
申
請
書
を
提
出
し
て
お

か
な
け
れ
ば
支
払
い
が
で
き
な

い
状
況
が
、
大
き
な
障
害
に
な

っ
て
い
る
と
感
じ
る
。
少
額
で

の
物
品
製
作
や
依
頼
に
つ
い
て

は
、
支
局
サ
イ
ド
で
発
注
や
支

払
い
の
権
限
を
持
ち
、
申
請
に

関
係
な
く
支
払
い
出
来
る
よ
う

再
考
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
い

か
が
か
。 

  

　
入
札
参
加
資
格
申
請
は
、
建

設
業
・
印
刷
等
の
物
品
購
入
製

造
販
売
等
を
業
務
と
し
て
行
っ

て
い
る
業
者
の
入
札
を
対
象
に

規
制
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
に
行
な
っ
て

い
る
個
人
や
団
体
が
行
う
原
材

料
の
購
入
や
直
接
の
人
権
費
の

支
払
い
を
規
定
す
る
も
の
で
は

な
い
。
規
定
は
業
者
の
身
元
を

明
ら
か
に
し
公
正
な
入
札
基
盤

を
作
る
た
め
で
、
ご
理
解
を
賜

り
た
い
。 

       

　
市
全
域
の
５
万
分
の
１
と
15

万
分
の
１
の
地
図
が
出
来
た
と

聞
く
が
、
合
併
後
の
大
字
の
み

の
住
所
表
示
で
は
わ
か
り
づ
ら

い
と
い
う
市
民
か
ら
の
苦
情
が

あ
り
、
全
戸
に
地
図
を
無
料
配

布
出
来
な
い
か
。
又
10
万
分
の

１
程
度
で
観
光
マ
ッ
プ
を
含
め

た
地
図
の
作
成
は
考
え
て
お
ら

れ
な
い
か
。 

  

　
現
在
の
と
こ
ろ
無
料
配
布
は

考
え
て
い
な
い
。
支
局
等
で
販

売
し
て
い
る
の
で
販
売
の
周
知

を
し
た
い
。
観
光
マ
ッ
プ
を
含

め
た
地
図
の
作
成
に
つ
い
て
は

一
体
感
の
醸
成
が
な
さ
れ
る
効

果
が
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
前

向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

         

　
今
年
の
雪
を
見
て
冬
期
間
三

ヶ
月
間
だ
け
で
も
勝
山
蒜
山
間

の
定
期
バ
ス
の
増
発
を
お
願
い

出
来
な
い
か
。
ま
た
高
速
バ
ス

の
市
内
へ
の
停
車
問
題
の
解
決

策
の
一
つ
と
し
て
冬
期
限
定
で

申
し
込
み
を
し
た
ら
ど
う
か
。

空
港
ま
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
な
ど

運
行
す
る
場
合
、
市
と
し
て
補

助
金
等
出
す
考
え
は
な
い
か
。 

  

　
現
在
、
勝
山
―
蒜
山
間
は
中

鉄
バ
ス
が
２
路
線
あ
り
、
利
用

者
の
減
少
、
運
行
経
費
の
増
加

と
言
う
こ
と
で
、
市
の
負
担
は

大
幅
に
増
大
す
る
見
込
み
で
あ

り
、
こ
の
状
況
の
も
と
で
は
冬

期
限
定
と
い
え
ど
も
増
便
は
困

難
で
あ
る
と
考
え
る
。
高
速
バ

ス
問
題
も
バ
ス
業
者
も
参
加
い

た
だ
い
て
い
る
。
公
共
交
通
問 



一 般 質 問  

由
井
　
堅
史 

議
員 

問 湯
原
温
泉
街
の
冬
期
対 

策
に
つ
い
て 

問 保
育
料
徴
収
区
分
の
見 

直
し
に
つ
い
て 

石
賀
　
英
明 

議
員 

問 真
庭
の
特
産
を
つ
く
る 

た
め
に 

市
長 

答 

市
長 

答 

市
長 

答 

健
康
福
祉
部
長 

答 

湯原温泉のロードヒーティング 

久世第2保育園 

題
対
策
協
議
会
で
主
要
課
題
と

し
て
取
り
組
み
方
針
が
明
ら
か

に
な
り
次
第
、
観
光
協
会
、
旅

館
組
合
等
の
関
係
機
関
と
連
携

の
上
、
バ
ス
事
業
者
へ
積
極
的

に
働
き
を
続
け
る
。
空
港
等
へ

送
迎
す
る
場
合
の
補
助
制
度
創

設
は
現
在
策
定
中
の
公
共
交
通

計
画
の
中
で
民
間
事
業
に
よ
る

路
線
開
設
を
基
本
に
検
討
す
る
。 

     

　
湯
原
温
泉
街
を
ゆ
か
た
と
げ

た
で
歩
け
る
町
に
す
る
た
め
に
、

温
泉
水
を
使
っ
た
、
融
雪
装
置

の
設
置
を
提
案
し
た
い
が
市
長

の
考
え
は
い
か
が
か
。 

             

　
寄
り
添
い
橋
か
ら
露
天
風
呂

に
至
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
県

事
業
で
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ

で
融
雪
装
置
が
実
施
さ
れ
効
果

も
大
き
か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

　
放
水
方
式
の
融
雪
に
つ
い
て

は
排
水
路
の
整
備
、
多
額
の
事

業
費
な
ど
検
討
す
べ
き
こ
と
も

多
く
残
っ
て
い
る
が
、
地
域
内

の
合
意
も
必
要
で
あ
り
、
慎
重

に
検
討
し
た
い
と
考
え
る
。
い

ろ
い
ろ
課
題
も
あ
ろ
う
か
と
思

う
が
、
こ
れ
か
ら
支
局
を
中
心

に
し
て
研
究
し
て
い
く
。
ど
う

い
う
や
り
方
が
い
い
か
、
知
恵

も
頂
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

         

　
真
庭
市
の
保
育
料
の
徴
収
基

準
は
、
北
房
・
中
和
地
区
を
特

例
と
す
る
以
外
は
、
原
則
合
併

時
に
勝
山
の
例
に
よ
り
統
一
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
７
段
階

に
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
県
内

の
他
市
を
見
て
み
る
と
12
か
ら

17
段
階
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、

比
較
す
る
と
真
庭
市
よ
り
は
る

か
に
細
か
く
区
分
さ
れ
て
い
る
。

徴
収
区
分
の
粗
さ
は
公
平
さ
を

欠
く
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
、

そ
れ
に
対
す
る
認
識
は
。
ま
た

徴
収
区
分
を
細
分
化
す
る
な
ど

の
改
定
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

 

　
真
庭
市
に
お
け
る
保
育
園
費

用
徴
収
基
準
額
の
階
層
区
分
は
、

合
併
協
議
会
に
お
い
て
国
の
基

準
で
あ
る
７
階
層
に
統
一
さ
れ

て
い
る
。
国
の
基
準
に
準
じ
て

お
り
、
著
し
く
公
平
さ
を
欠
く

と
は
考
え
て
い
な
い
。
し
か
し
、

現
在
国
で
も
幼
保
一
元
化
に
向

け
て
の
法
整
備
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
幼
児

教
育
体
制
の
確
立
と
保
育
料
の

調
整
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

し
た
が
っ
て
今
後
の
法
案
整
備

の
動
向
を
見
て
、
適
切
な
対
応

を
し
て
い
き
た
い
。 

  

　
階
層
区
分
が
細
か
く
分
か
れ

て
い
な
い
た
め
に
、
保
護
者
の

方
の
負
担
に
差
が
で
き
て
い
る

と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。
幼

保
の
一
元
化
に
合
わ
せ
て
保
育

料
の
見
直
し
も
当
然
行
わ
れ
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
保
育
事
業

計
画
も
18
年
度
に
計
画
し
て
い

る
の
で
、
あ
わ
せ
て
こ
の
保
育

料
も
十
分
検
討
し
た
い
。 

        

　
先
日
、
第
３
回
杜
市
づ
く
り

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
た
。

真
庭
市
の
可
能
性
は
豊
か
だ
、

潜
在
能
力
は
高
い
と
の
話
を
聞

い
た
。
高
品
質
の
野
菜
、
果
実
、

牛
肉
、
乳
製
品
、
ハ
ム
な
ど
が

あ
り
、
酒
、
ワ
イ
ン
も
生
産
し

て
い
る
。
市
内
各
地
域
で
も
、

特
産
品
を
開
発
す
る
努
力
が
続

け
ら
れ
、
市
に
お
い
て
も
、
真

庭
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
目
指
し
、

特
産
物
開
発
研
究
会
の
活
動
を

始
め
た
こ
と
も
承
知
し
て
い
る
。

し
か
し
、
す
ぐ
れ
た
産
物
が
あ

り
な
が
ら
、
い
ま
一
つ
活
性
化

に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
こ
と
が

課
題
で
あ
る
。
新
し
い
商
品
開

発
や
販
売
方
法
を
考
え
る
に
は
、

個
人
で
は
対
応
で
き
な
い
面
も

多
く
あ
る
。
研
究
会
の
コ
ン
セ

プ
ト
を
拡
大
し
、
さ
ら
に
充
実

し
、
こ
れ
ら
の
素
材
を
生
か
し

た
、
あ
る
い
は
組
み
合
わ
せ
、

ま
ぜ
合
わ
せ
た
新
し
い
産
物
を

つ
く
り
出
し
、
販
売
方
法
も
考

え
る
研
究
会
に
さ
れ
て
は
い
か

が
か
。
画
家
の
ダ
リ
は
、
手
術

台
の
上
で
ミ
シ
ン
と
コ
ウ
モ
リ

傘
が
出
会
う
版
画
を
残
し
て
い

る
が
、
こ
れ
ほ
ど
予
想
外
の
出

会
い
が
な
け
れ
ば
感
動
を
与
え

る
産
物
は
生
ま
れ
な
い
。
生
産

者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
や
食
品
開
発
に
詳

し
い
人
物
、
調
理
師
、
消
費
者

と
い
っ
た
人
た
ち
ば
か
り
で
は

な
く
、
食
器
や
色
彩
に
詳
し
い

人
物
な
ど
、
で
き
る
だ
け
多
様

な
人
の
参
加
が
不
可
欠
で
あ
る
。

ぜ
ひ
と
も
研
究
会
を
強
力
な
も

の
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

  

　
真
庭
地
域
に
は
、
た
く
さ
ん

の
特
産
品
が
あ
る
が
、
い
ま
一

つ
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ

て
い
な
い
こ
と
は
ご
指
摘
の
と

お
り
で
あ
る
。
付
加
価
値
の
あ

る
商
品
開
発
や
販
路
拡
大
等
の

研
究
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

真
庭
ブ
ラ
ン
ド
確
立
の
た
め
に

は
、
生
産
者
か
ら
加
工
、
流
通
、

販
売
に
携
わ
る
者
、
ま
た
行
政
、

Ｊ
Ａ
等
、
地
域
が
一
体
と
な
り

ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
い
け
ば
、
真

庭
の
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る
こ
と

に
も
な
る
。
ご
指
摘
の
よ
う
に
、

新
し
い
産
物
の
生
産
、
ま
た
販

売
方
法
を
研
究
し
て
い
く
こ
と

を
含
め
て
、
今
後
と
も
多
種
多

様
な
職
種
の
構
成
員
を
加
え
た

特
産
物
開
発
研
究
会
を
充
実
し

て
い
き
た
い
。  



一 般 質 問  

長
尾
　
泰
行 

議
員 

問 井
手
市
政
２
年
目
の
課 

題
に
つ
い
て 

伊
東
　
恭
一 

議
員 

問 人
口
減
少
問
題
に
つ
い 

て 

問 新
組
織
・
支
局
の
や
る 

気
に
つ
い
て 

市
長 

答 
市
長 

答 

市
長 

答 

福
井
茂
登
洋 

議
員 

問 真
庭
市
１
周
年
、
功
労 

者
を
讃
え
な
い
か
。 

表
彰
条
例
を
生
か
す
。 

問 特
産
物
の
督
励
の
そ
の 

後
な
に
か
の
形
の
応
援 

は
で
き
な
い
か 

市
長 

答 

        

　
２
年
目
の
重
要
課
題
は
何
か
。

又
、
真
庭
市
総
合
計
画
は
、
真

庭
市
民
に
ど
の
よ
う
に
提
示
を

す
る
の
か
。 

  

　
２
年
目
の
課
題
は
、
市
民
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
第
一
に
考
え
、
真
庭
市
の

将
来
像
と
し
て
掲
げ
て
い
る
水

と
緑
、
人
と
文
化
を
未
来
に
つ

な
ぐ
賑
わ
い
の
『
杜
市
』
真
庭

の
実
現
に
向
け
、
真
庭
市
総
合

計
画
に
定
め
ら
れ
た
６
つ
の
基

本
計
画
に
基
づ
き
、
各
施
設
の

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を

図
っ
て
い
き
た
い
。
又
、
平
成

18
年
度
予
算
編
成
で
も
、
こ
の

６
つ
の
項
目
ご
と
に
主
要
事
務

事
業
を
区
分
し
、
こ
れ
ら
を
総

合
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

真
庭
市
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
る
よ
う
に
予
算
編
成

を
し
た
。そ
し
て
、多
様
化
す
る

行
政
需
要
に
対
応
し
、
市
民
生
活

の
向
上
を
図
る
た
め
に
は
、
徹

底
し
た
行
財
政
改
革
を
断
行
し
、

安
定
し
た
行
財
政
基
盤
を
築
く

こ
と
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。 

　
総
合
計
画
は
、
市
の
広
報
紙

で
内
容
の
説
明
と
解
説
を
行
う

と
と
も
に
、
各
世
帯
に
総
合
計

画
概
要
版
を
配
布
す
る
。
さ
ら

に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
全
内
容

を
掲
載
す
る
。 

     
　
支
局
の
や
る
気
は
ど
の
よ
う

に
高
め
て
い
く
の
か
。
又
、
行

政
組
織
の
見
直
し
は
、
市
民
に

ど
う
理
解
を
得
る
か
。 

  

　
支
局
長
の
考
え
が
即
職
員
に

伝
わ
り
、
又
全
面
に
出
て
業
務

を
遂
行
す
る
こ
と
か
ら
、
課
長

職
を
兼
ね
る
。
支
局
内
の
事
務

事
業
は
支
局
で
計
画
、
立
案
し
、

本
庁
各
部
と
協
議
。
逆
に
本
庁

で
計
画
す
る
も
の
は
支
局
と
十

分
協
議
し
て
、
事
業
決
定
、
予

算
化
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
、
今

回
新
た
に
連
絡
調
整
窓
口
を
企

画
振
興
部
に
設
置
し
た
。
今
ま

で
本
庁
の
下
請
的
な
部
分
が
か

な
り
見
え
た
が
、
こ
れ
に
よ
り

改
善
、
充
実
が
図
ら
れ
、
支
局

の
や
る
気
も
さ
ら
に
高
ま
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。
次
に
、
行

政
組
織
の
見
直
し
は
「
広
報
ま

に
わ
」
５
月
号
で
人
事
異
動
と

あ
わ
せ
て
特
集
す
る
予
定
に
し

て
い
る
。 

        

①
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
と
集
い
の
広
場
事
業
を
ど
う

取
り
組
み
す
る
の
か
。 

②
真
庭
産
業
団
地
を
含
む
市
内

全
域
で
の
企
業
誘
致
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。 

③
結
婚
対
策
に
つ
い
て
、
ま
に

わ
縁
結
び
推
進
委
員
会
が
発
足

し
て
い
る
が
、
活
動
状
況
と
委

員
の
数
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。 

④
真
庭
版
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
仮

称
）
求
人
情
報
を
提
供
す
る
。

職
場
の
紹
介
、
就
職
活
動
の
支

援
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

　
以
上
、
総
合
的
な
取
り
組
み

に
よ
り
、
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
て
も
ら
い
た
い
。 

  

①
主
に
０
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の

乳
幼
児
を
持
つ
親
と
そ
の
子
供

が
気
軽
に
集
い
交
流
を
図
る
こ

と
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
育
児

相
談
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
意

欲
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

子
育
て
支
援
と
い
う
共
通
の
目

的
で
真
庭
市
全
域
に
わ
た
っ
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
て
い
き
た 

い
と
考
え
て
い
る
。 

②
各
種
助
成
制
度
の
適
用
も
受

け
や
す
い
真
庭
産
業
団
地
を
核

と
し
て
誘
致
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
だ
。
団
地
以
外
の
市
内
全

域
へ
の
立
地
希
望
が
あ
れ
ば
適

切
な
対
応
を
す
る
。 

③
縁
結
び
推
進
委
員
会
で
は
縁

結
び
に
効
果
の
上
が
る
事
業
を

目
指
し
て
、
地
域
全
体
で
取
り

組
む
新
た
な
支
援
策
や
方
法
を

検
討
し
て
い
る
。
委
員
に
つ
い

て
は
地
域
代
表
の
９
人
と
、
将

来
的
な
縁
結
び
の
共
同
事
業
実

施
に
向
け
て
農
協
や
商
工
会
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
全
員
で

17
名
の
方
に
委
員
を
お
願
い
し

て
い
る
。 

④
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
真
庭
版
に
つ

い
て
は
、
真
庭
地
域
職
業
相
談

室
の
設
置
に
向
け
て
国
と
協
議

を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
相
談
室

は
い
わ
ば
ミ
ニ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

で
あ
り
、
ほ
ぼ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

津
山
と
同
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
機
関
で
あ
る
。
議
員
ご

提
言
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
真
庭
版

と
も
言
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
設
置
に
あ
た
っ
て

の
要
件
は
満
た
し
て
お
り
、
設

置
場
所
等
も
含
め
て
平
成
18
年

度
中
の
実
現
に
向
け
て
、
現
在

協
議
を
行
っ
て
い
る
。 

          

市
制
１
周
年
に
あ
た
り
功
労

の
あ
っ
た
個
人
団
体
を
讃
え
て

表
彰
し
た
ら
ど
う
か
。 

  

　
１
周
年
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
特

に
表
彰
す
べ
き
功
績
が
顕
著
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
、
ま
た

は
団
体
に
つ
い
て
は
表
彰
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

      

　
町
の
特
産
作
り
は
大
義
を
掲

げ
て
推
奨
し
た
が
、
合
併
し
た



一 般 質 問  

福
井
　
孝
行 

議
員 

問 18
年
度
の
採
用
や
あ
り 

や
、
な
く
と
も
次
の
募 

集
は
か
く
あ
る
べ
き 

問 子
育
て
支
援
の
環
境
づ 

く
り
に
つ
い
て 

問 組
織
の
見
直
し
に
か
か 

る
諸
問
題
に
つ
い
て 

問 真
庭
市
の
財
政
の
推
移
、 

職
員
給
与
に
つ
い
て
伺 

い
た
い 

問 地
域
自
主
組
織
の
進
捗 

の
現
状 

市
長 

答 

市
長 

答 

市
長 
答 

市
長 

答 

市
長 

答 
　
本
　
　
勝 

議
員 

ら
物
心
両
面
の
補
助
は
乏
し
い
。

補
助
金
が
だ
め
な
ら
相
談
で
き

る
場
所
が
欲
し
い
。 

　
こ
の
ま
ま
で
は
欠
け
屋
根
に

上
げ
て
下
の
梯
子
を
外
し
た
よ

う
な
も
の
で
は
な
い
か
。 

  

　
市
と
し
て
は
組
合
等
の
助
成
、

販
路
拡
大
の
支
援
を
し
て
い
る

が
、
い
ま
一
つ
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
の
で
、

付
加
価
値
の
あ
る
販
路
拡
大
が

課
題
。
銀
沫
は
東
京
で
の
会
議
、

石
井
知
事
へ
も
土
産
に
し
て
Ｐ

Ｒ
し
て
い
る
。
ど
う
い
う
形
の

支
援
が
よ
い
の
か
よ
く
検
討
し

て
い
き
た
い
。 

      

　
採
用
は
卒
業
即
で
な
く
、
社

会
生
活
に
あ
っ
て
他
の
職
域
で

頑
張
っ
た
人
を
条
件
に
し
て
は

ど
う
か
。 

  

　
18
年
度
の
採
用
に
あ
っ
て
は

95
人
が
受
験
し
２
名
の
採
用
予

定
者
も
社
会
経
験
が
あ
る
。
ご

提
言
ど
お
り
優
秀
な
人
材
確
保

に
努
め
た
い
。
35
歳
延
長
は
よ

く
検
討
し
た
い
。 

     

　
合
併
協
で
自
主
組
織
作
り
の

困
難
を
訴
え
続
け
た
が
、
取
り

上
げ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
こ

の
組
織
が
成
就
し
な
い
と
合
併

の
目
的
も
達
成
し
な
い
が
、
何

が
阻
害
し
て
で
き
な
い
の
か
。 

  
　
阻
害
と
な
る
要
因
は
少
な
い

が
自
治
会
の
活
動
形
態
の
相
違
、

地
域
の
財
産
区
の
有
無
等
の
事

情
が
あ
り
地
域
で
十
分
話
し
合

っ
て
か
ら
設
立
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。 

        

　
子
育
て
支
援
は
社
会
の
重
要

課
題
で
あ
り
、
真
剣
に
取
り
組

ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
次
世
代
育

成
支
援
対
策
推
進
法
の
施
行
に

よ
り
、
真
庭
で
も
「
す
く
す
く
・

の
び
の
び
・
真
庭
っ
子
」
と
称

す
る
真
庭
地
域
次
世
代
育
成
支

援
地
域
行
動
計
画
が
つ
く
ら
れ

て
い
る
。
１
年
が
経
過
し
た
現

在
、
こ
の
法
律
や
行
動
計
画
を

知
ら
な
い
市
職
員
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
る
。
行
動
計
画
の
実
施
に

対
す
る
庁
舎
内
各
部
署
の
連
携

や
、
地
域
・
事
業
所
等
へ
の
広

報
・
啓
発
活
動
な
ど
、
進
捗
状

況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

  

　
こ
の
行
動
計
画
の
職
員
へ
の

周
知
が
図
ら
れ
て
い
る
と
は
言

え
な
い
し
、
１
年
間
十
分
な
活

動
が
で
き
て
い
な
い
。
職
員
へ

の
周
知
徹
底
と
と
も
に
、
総
合

計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が

ら
、
行
動
計
画
を
推
進
し
た
い
。

行
動
計
画
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版

を
つ
く
り
、
市
内
の
家
庭
や
企

業
な
ど
に
配
布
の
準
備
を
し
て

い
る
。 

     

　
効
率
的
な
行
政
組
織
の
再
編

が
打
ち
出
さ
れ
た
。
混
乱
の
な

い
よ
う
対
応
し
て
ほ
し
い
が
、

統
合
さ
れ
た
部
署
の
配
置
や
要

員
数
、
課
長
の
職
を
解
か
れ
る

職
員
の
職
位
や
給
与
、
適
材
適

所
の
配
慮
や
臨
時
職
員
の
扱
い

な
ど
伺
い
た
い
。 

  

　
統
合
さ
れ
る
部
署
の
配
置
は 

原
則
的
に
同
一
フ
ロ
ア
ー
と
す

る
。
や
む
を
得
ず
分
離
す
る
場

合
の
改
造
は
、
電
話
や
Ｌ
Ａ
Ｎ

の
移
動
な
ど
必
要
最
低
限
で
実

施
す
る
。
今
回
の
見
直
し
は
現

行
組
織
の
不
具
合
の
修
正
と
業

務
上
に
お
け
る
繁
閑
の
解
消
、

グ
ル
ー
プ
制
の
充
実
、
事
務
の

ス
ム
ー
ズ
化
を
考
慮
し
た
も
の

で
、
概
ね
同
種
同
業
の
課
を
統

合
し
た
。
要
員
数
は
部
署
の
希

望
数
と
他
団
体
等
の
比
較
な
ど

で
決
定
す
る
の
で
、
混
乱
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。
課
長
職
を

解
か
れ
る
職
員
の
職
位
は
総
括

参
事
と
し
、
管
理
職
と
し
て
現

給
与
を
保
証
す
る
。
職
員
配
置

に
は
自
己
申
告
や
適
材
適
所
に

で
き
る
限
り
配
慮
す
る
。
一
般

事
務
の
臨
時
職
員
は
３
月
31
日

ま
で
の
雇
用
と
し
、
再
雇
用
は

し
な
い
。 

         

　
真
庭
市
の
財
政
状
況
の
中
が

地
方
債
７
０
６
億
円
、
公
債
比

率
20.8
％
、
経
常
収
支
比
率
97
％
、

財
政
力
指
数
0.29
％
、
県
内
の
市 

の
中
で
２
番
目
に
悪
い
財
政
状

況
で
あ
る
。
こ
う
い
う
状
況
下

で
こ
の
財
政
を
い
か
に
立
て
直

す
の
か
。
12
月
の
と
き
に
市
長

を
始
め
、
職
員
皆
さ
ん
の
給
料

の
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
、
頑
張

っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
職
員
の

給
料
を
カ
ッ
ト
す
る
こ
と
は
大

変
つ
ら
い
こ
と
で
あ
る
が
、
財

政
計
画
は
早
め
に
早
め
に
、
手

を
打
っ
て
い
く
こ
と
が
市
長
の

責
務
と
私
は
思
う
。
今
回
の
機

構
改
革
の
中
で
も
、
市
長
は
大

き
く
変
え
て
財
政
力
の
方
に
も

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
よ
う
な
言
い

方
を
さ
れ
た
が
、
課
長
が
課
長

で
な
く
な
っ
た
と
き
に
、
そ
の

ま
ま
の
給
料
を
い
た
だ
く
場
合

は
、
財
政
の
改
革
に
は
な
っ
て

い
な
い
。
機
構
が
変
わ
っ
た
だ

け
で
あ
っ
て
、
何
ら
財
政
に
対

し
変
化
は
な
い
わ
け
で
、
責
任

が
な
く
な
っ
て
楽
に
な
っ
た
、

そ
う
い
う
考
え
方
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
今
、
真
庭
市
の
中

の
企
業
、
一
般
の
家
庭
を
見
て

も
大
変
厳
し
い
状
況
が
あ
る
。

今
回
の
控
除
者
の
関
係
で
、
老

人
控
除
が
な
く
な
っ
た
と
い
う

こ
と
で
、
ほ
と
ん
ど
の
年
金
生

活
者
に
対
し
税
金
が
か
か
る
よ

う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
合

併
時
に
職
員
の
給
料
が
上
が
っ

た
だ
け
で
済
む
と
い
う
、
そ
う

い
う
考
え
方
が
本
当
に
正
し
い

の
か
。ぜ
ひ
と
も
、英
知
を
も
っ

て
市
長
決
断
を
い
た
だ
き
た
い
。 



一 般 質 問  

金
谷
　
光
二 

議
員 

問 医
療
制
度
の
諸
課
題
に 

つ
い
て 

問 ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事 

業
に
つ
い
て 

問 医
療
福
祉
の
充
実
に
つ 

い
て 

問 指
定
管
理
者
に
対
す
る 

指
定
制
限
と
情
報
公
開 

に
つ
い
て 

問 支
局
の
活
用
に
つ
い
て 

市
長 

答 

市
長 

答 

市
長 

答 

市
長 
答 

市
長 

答 

岡
　
　
陽
輔 

議
員 

ラストワンマイル説明会 

市
長 
答 

  

　
真
庭
市
の
財
政
状
況
が
大
変

厳
し
い
こ
と
は
指
摘
の
と
お
り

で
あ
り
、
借
金
残
高
７
０
６
億

円
、
公
債
費
の
一
般
財
源
に
占

め
る
割
合
が
20.8
％
、
こ
れ
は
大

変
な
悪
い
数
字
で
、
財
政
力
指

数
も
0.29
で
、
県
に
14
市
が
あ
り
、

悪
い
方
か
ら
２
番
目
と
い
う
状

況
認
識
を
し
て
い
る
。
合
併
協

で
決
め
ら
れ
た
事
業
も
や
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

も
と
よ
り
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
下

が
ら
な
い
、
財
政
破
綻
し
な
い

よ
う
考
え
る
。
職
員
給
与
の
考

え
は
、
国
の
給
与
制
度
の
見
直

し
に
伴
い
、
平
均
4.8
％
引
き
下

げ
、
定
員
管
理
計
画
で
人
件
費

の
削
減
を
図
る
。
従
っ
て
給
与

の
削
減
は
考
え
て
い
な
い
。 

        

　
医
療
制
度
に
つ
い
て
は
、
県

の
制
度
改
正
、
単
県
補
助
金
見

直
し
削
減
が
議
論
を
呼
ん
だ
が
、

こ
の
こ
と
に
よ
る
患
者
窓
口
負

担
は
ど
う
な
る
の
か
。
腎
臓
病

に
よ
る
透
析
に
か
か
わ
る
今
回

の
改
正
で
は
、
新
た
な
負
担
制

度
が
設
け
ら
れ
た
。
今
後
患
者

の
負
担
増
が
懸
念
さ
れ
る
が
、

市
と
し
て
の
対
応
策
を
ど
う
考

え
て
い
る
か
。
県
は
小
児
医
療

の
拠
点
整
備
の
方
向
を
発
表
し

た
。市
と
し
て
こ
の
こ
と
に
関
連

し
て
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。 

  

　
乳
児
医
療
に
つ
い
て
は
現
在

12
歳
ま
で
全
額
市
の
負
担
と
し

て
お
り
、
変
更
は
な
い
が
、
老

人
医
療
、
重
度
心
身
障
害
者
医

療
、
一
人
親
家
族
医
療
に
つ
い

て
は
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
１

割
の
自
己
負
担
を
求
め
ら
れ
る
。 

　
透
析
を
受
け
る
た
め
に
通
院

を
要
す
る
方
に
交
通
費
の
一
部

を
助
成
し
て
い
る
。
市
と
し
て

は
こ
の
制
度
に
沿
っ
て
事
業
を

進
め
て
い
く
。 

　
県
は
県
北
を
対
象
に
小
児
救

急
医
療
支
援
体
制
整
備
事
業
を

計
画
し
て
お
り
、
市
と
し
て
も

真
庭
医
師
会
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
、医
師
会
が
こ
の
事
業
を
取

り
入
れ
る
こ
と
を
要
望
し
た
い
。 

    

　
今
回
の
機
構
改
革
に
よ
り
支

局
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
が
広
く
な

り
そ
の
活
用
が
待
た
れ
る
。
支

局
建
物
の
有
効
活
用
に
ど
の
よ

う
な
考
え
が
あ
る
か
。 

  

　
５
年
後
に
10
％
削
減
、
10
年

後
に
６
０
０
人
程
度
の
職
員
数

に
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
支

局
に
よ
っ
て
は
今
後
空
き
ス
ペ

ー
ス
が
出
て
く
る
こ
と
が
十
分

考
え
ら
れ
る
。 

　
今
現
在
明
確
な
考
え
は
持
ち

合
わ
せ
て
い
な
い
が
、
今
後
十

分
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

　
特
に
支
局
で
あ
る
の
で
議
員

を
通
じ
て
地
域
の
方
々
の
意
見

を
吸
い
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

だ
ん
だ
ん
そ
う
い
う
時
が
近
づ

い
て
来
る
の
で
よ
く
考
え
て
や

っ
て
い
き
た
い
。 

        

　
情
報
の
基
盤
整
備
で
ど
ん
な

地
域
社
会
に
な
る
の
か
具
体
的

に
見
え
な
い
。
個
人
・
財
政
負

担
は
適
正
か
、
な
ど
住
民
の
合

意
形
成
は
ど
う
図
る
の
か
。
ニ

ー
ズ
調
査
の
実
施
は
。 

  

　
18
年
度
市
内
４
０
０
ヶ
所
で

加
入
説
明
会
を
行
な
う
。
ニ
ー

ズ
調
査
は
情
報
化
ア
ン
ケ
ー
ト 

を
実
施
し
た
。
テ
レ
ビ
受
信
環

境
整
備
は
83
％
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
環
境
整
備
は
74
％
が
必
要

性
に
賛
同
得
た
。
市
民
の
基
本

的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
得
ら
れ
て

い
る
。 

      

　
指
定
管
理
者
制
度
導
入
が
進

み
、
公
正
透
明
な
選
定
手
続
き

と
厳
格
な
審
査
が
求
め
ら
れ
る
。

市
長
、
三
役
、
議
員
の
指
定
管

理
者
を
禁
止
す
る
条
例
改
正
の

考
え
は
。
ま
た
、
指
定
管
理
者

を
情
報
公
開
対
象
に
す
べ
き
で

は
な
い
か
。 

  

　
導
入
に
つ
い
て
は
、
透
明
性

確
保
の
た
め
専
門
家
な
ど
外
部

委
員
を
加
え
た
審
議
会
に
す
る

予
定
。
市
長
や
三
役
が
名
を
連

ね
る
外
郭
団
体
が
公
募
に
参
入

す
る
場
合
は
主
要
ポ
ス
ト
を
辞

任
す
る
方
向
で
考
え
て
い
る
。

協
定
書
の
中
で
実
施
機
関
に
準

じ
た
情
報
公
開
に
協
力
す
る
よ

う
明
記
し
た
い
。 

     

　
単
県
医
療
費
公
費
負
担
制
度

の
見
な
お
し
は
市
町
村
に
多
大

な
負
担
を
強
い
ら
れ
る
。
特
に

障
害
者
、
高
齢
者
と
そ
の
家
族

に
と
っ
て
は
、
命
綱
を
奪
う
も

の
で
あ
る
。
県
に
撤
回
を
申
し

入
れ
る
と
と
も
に
影
響
を
明
ら

か
に
し
て
、
助
成
策
を
講
じ
る

考
え
は
な
い
か
。
重
度
心
身
障

害
者
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
の
対

象
に
聴
覚
障
害
者
が
除
外
さ
れ

て
い
る
理
由
は
何
か
。 

  

　
約
７，
５
２
０
万
円
の
自
己

負
担
総
額
に
な
る
。
国
、
県
に

対
し
て
、
市
長
会
を
通
じ
て
財

政
負
担
軽
減
に
配
慮
す
る
よ
う

声
を
上
げ
て
い
く
。
助
成
措
置

は
い
ろ
い
ろ
な
観
点
か
ら
検
討

す
る
。
タ
ク
シ
ー
助
成
に
つ
い

て
は
現
行
通
り
の
交
付
判
断
で

と
考
え
て
い
る
が
、
い
ろ
ん
な

角
度
か
ら
制
度
を
検
討
す
る
。 
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議会を
傍聴しませんか議会を
傍聴しませんか議会を
傍聴しませんか議会を
傍聴しませんか

表　紙　説　明 

皆さんの 声 
お待ちしています！ 

宛　　　　先 

真庭市議会事務局　 
〒717-0013 真庭市勝山53番地１ 

       （0867）44－2684 （直通）    
（0867）44－2934   　     
Ｅメール gikai@city.maniwa.lg.jp

FAX
1

議
会
の
動
き 
議
会
の
動
き 
議
会
の
動
き 

醍醐桜 （真庭市別所地区） 
………………………………………… 
　醍醐桜は日本有数の桜の巨木で、推
定樹齢は千年といわれています。新日
本名木百選にも選ばれた見事な桜で、
開花時期には多くの観光客で賑わいま
す。 
　中世、後醍醐天皇がこの地に立ち寄
られ、「見事な桜じゃ」と賞賛したと
伝えられており、このことから「醍醐
桜」と呼ばれています。(岡山県指定天
然記念物） 
※開花期間中には醍醐桜まつりが開催
され、特産品の販売等も行っていま
す。 

　議会広報編集委員会では、市民の皆さ

んのお声をいただき、今後の議会広報紙

づくりの参考にしたいと考えています。 

　広報紙の内容について、また議会や行

政に関するご意見ご要望等ありましたら、

住所氏名を明記し議会事務局までお寄せ

下さい。郵便・FAX・電子メール等何で

も結構です。 

　本会議および委員会は公開を原
則としており、傍聴ができます。
傍聴により紙面では伝えることの
できない議会や議員の生の活動が
わかります。 

議会広報編集特別委員 

委
員
長 

副
委
員
長 

委
　
員 

委
　
員 

委
　
員 

委
　
員 

委
　
員 

委
　
員 

委
　
員 

委
　
員 

委
　
員 

委
　
員 

　
地
　
秀
育 

福
井
　
孝
行 

森
田
　
一
文 

金
谷
　
光
二 

河
部
　
辰
夫 

伊
東
　
恭
一 

小
河
原
靖
弘  

長
尾
　
泰
行 

加
藤
　
大
悟 

古
南
　
源
二 

長
尾
　
政
則 

小
田
　
康
文 

１月第１回臨時会（17年度補正予算の審議） 
 
庁舎建設特別委員会 
議員全員協議会・建設水道委員会・議会運営委員会 
議会運営委員会・建設水道委員会・議員全員協議会 
議会運営委員会・庁舎建設特別委員会 
総務常任委員会・議会運営委員会 
議員全員協議会 
３月第２回定例会（初日  議案説明）・議員全員協議会 
・建設水道委員会 
 
政治倫理等調査特別委員会 
議員全員協議会・建設水道委員会 
議会運営委員会 
政治倫理等調査特別委員会 
３月第２回定例会（２日目  議案質疑・委員会付託・一部採決） 
・議会広報編集特別委員会・建設水道委員会 
総合計画審査特別委員会・政治倫理等調査特別委員会 
３月第２回定例会（３日目  一般質問） 
３月第２回定例会（４日目  一般質問） 
総務常任委員会（付託案件審査） 
建設水道常任委員会（付託案件審査） 
産業常任委員会（付託案件審査） 
総務常任委員会（付託案件審査） 
建設水道常任委員会（付託案件審査） 
文教厚生常任委員会（付託案件審査） 
議員全員協議会 
予算審査特別委員会（付託案件審査） 
庁舎建設特別委員会 
予算審査特別委員会（付託案件審査） 
予算審査特別委員会（付託案件審査）・議員全員協議会 
・建設水道常任委員会 
議会運営委員会・国道313号整備特別委員会 
３月第２回定例会（最終日  各委員長報告・追加議案上程・質疑・採決） 
議会広報編集特別委員会 

（金） 
 
（金） 
（水） 
（金） 
（月） 
（火） 
（金） 
（月） 
 
 
（水） 
（金） 
（月） 
（火） 
（木） 
 
（金） 
（月） 
（火） 
（木） 
 
 
（金） 
 
 
 
（月） 
（水） 
（木） 
（金） 
 
（月） 
（火） 
（木） 

贈らない！求めない！受け取らない！ 
寄附行為等の禁止について 

　公職選挙法により、政治家が選挙区内で寄附行為等を行うこ
とは禁止されています。このため、市議会議員はお中元・お歳
暮などを贈ったり、地域の行事に差し入れや祝儀を出すことは
できません。また、市民から市議会議員に対して、寄附を出す
よう勧めたり、要求したりすることも禁止されています。皆さ
んのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

編

集

後

記

 

　
新
緑
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
こ
に
議
会
だ
よ
り
第
４
号

を
お
届
け
し
ま
す
。 

　
４
月
よ
り
新
年
度
と
な
り
ま

し
た
。
真
庭
市
は
合
併
２
年
目

を
迎
え
、
執
行
部
は
機
構
改
革

を
行
い
新
体
制
と
な
り
ま
し
た
。 

　
議
会
も
心
機
一
転
、
市
民
の

た
め
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
。 

　
４
月
上
旬
に
小
学
校
の
入
学

式
に
出
席
し
ま
し
た
。
新
１
年

生
が
希
望
に
燃
え
て
い
る
様
子

と
迎
え
る
在
校
生
の
お
兄
さ
ん

や
お
姉
さ
ん
方
と
の
挨
拶
の
や

り
と
り
を
見
ま
し
た
。
と
て
も

純
真
で
感
動
し
ま
し
た
。
そ
れ

と
同
時
に
子
供
た
ち
に
明
る
い

未
来
を
築
い
て
い
く
こ
と
の
大

切
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
家
庭
、

学
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
、
行
政

と
教
育
委
員
会
等
が
連
携
を
密
に

し
て
子
育
て
に
邁
進
し
よ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。 

　
さ
て
、真
庭
市
は「
市
民
の
一
体

感
の
醸
成
」と「
地
域
間
格
差
の
是

正
」に
向
け
て
、「
真
庭
ひ
か
り
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク（
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル

事
業
）」の
着
手
や
地
域
自
主
組
織

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
協
働
に
よ

る
地
域
づ
く
り
等
、各
種
事
業
が

推
進
さ
れ
る
予
定
で
す
。８
２
８

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
真
庭
市
を

み
ん
な
で
育
て
ま
し
ょ
う
。 

　
議
会
だ
よ
り
は
議
会
活
動
の
主

要
部
分
の
掲
載
に
限
ら
れ
ま
す
。

勝
山
本
庁
舎
で
の
議
会
や
委
員
会

の
傍
聴
が
で
き
ま
す
。
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
見
に
来
て
い
た
だ
き
、

叱
咤
激
励
を
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 




